
巻 号 年 月 日 種別 タイトル 著者 頁数 備考
1 1 1902 1 15 発刊の辞
1 1 1902 1 15 本領 浄土宗伝道会設立の趣意を論ず 黒田眞洞 2
1 1 1902 1 15 講演 入信之門 椎尾節堂 12
1 1 1902 1 15 講演 信仰 山本大善 22
1 1 1902 1 15 法話 三宝 中島観琇 24
1 1 1902 1 15 法話 道は近きに在り 東岳隠士 28
1 1 1902 1 15 雑纂 無形のパン 望月櫻両 33
1 1 1902 1 15 雑纂 風雲花月 井上徳定 35
1 1 1902 1 15 雑纂 明治卅五年一月伝道講習院始業式の祝詞唱歌 眞野観堂 38
1 1 1902 1 15 雑纂 道徳宗教の危機 加藤玄智 39
1 1 1902 1 15 雑纂 豪らい人 自透生 41
1 1 1902 1 15 社会 酒の人類に及ぼす害悪 45
1 1 1902 1 15 社会 米国民の一年間にに被ふる驚く可き酒害 45
1 1 1902 1 15 社会 公徳の養成に就て 46
1 1 1902 1 15 社会 風俗改良会 47
1 1 1902 1 15 社会 兵士送迎の弊害 48
1 1 1902 1 15 社会 遺芳会 49
1 1 1902 1 15 社会 国民禁酒同盟会 49
1 1 1902 1 15 報道 本会紀事 50
1 1 1902 1 15 報道 足尾鉱毒被害地視察の状況を報導し併せて天下志人仁人の

同情を促す
51

1 1 1902 1 15 編纂紀事 52
1 2 1902 2 5 本領 伝道の目的を達するには各宗派の門墻を撤去すへし 黒田眞洞 1
1 2 1902 2 5 論説 信仰の価値 東岳隠士 6
1 2 1902 2 5 論説 未来宗教に於ける攻究問題 蓮華宝院 15
1 2 1902 2 5 講演 機法二種の信念 椎尾節堂 18
1 2 1902 2 5 法話 往生と誠 中島観琇 24
1 2 1902 2 5 法話 信仰要求の声 西阿 29
1 2 1902 2 5 雑纂 道徳宗教の危機（接前） 加藤玄智 32
1 2 1902 2 5 雑纂 人類として禁酒の必要 34
1 2 1902 2 5 雑纂 我れ常に思ふの記 竹沙彌 37
1 2 1902 2 5 雑纂 無料宿泊所を訪ふ 木付虗心 39
1 2 1902 2 5 紀念伝道 宗祖の徳風及歴朝帰依の事実其他 42
1 2 1902 2 5 社会 宗教の中毒 47
1 2 1902 2 5 社会 飲酒家絶滅の方法 49
1 2 1902 2 5 社会 移住民と海外布教 50
1 2 1902 2 5 社会 十九人を生める母親の離婚 49
1 2 1902 2 5 社会 十九世紀の好著 51
1 2 1902 2 5 寄書 布教家某家に呈する書 明治生 52
1 2 1902 2 5 報道 足尾鉱毒被害地視察報告 56
1 2 1902 2 5 報道 宗祖円光大師七百年御忌奉修の状況 58
1 2 1902 2 5 報道 伝道会発会式状況 58
1 2 1902 2 5 難中之難 眞野観堂 59
1 2 1902 2 5 各会員諸師へ 60
1 2 1902 2 5 本誌規定 60
1 3 1902 3 5 本領 仏生仏滅の二期に就て我輩の希望を論ず 1
1 3 1902 3 5 講演 仏陀の解釈及び仏教経典の説明 黒田眞洞 12
1 3 1902 3 5 講演 信仰発動の契機 豊岡博道 19
1 3 1902 3 5 法話 信心 中嶋観琇 26
1 3 1902 3 5 法話 同情 西阿 30
1 3 1902 3 5 雑纂 日本国民として禁酒の必要 36
1 3 1902 3 5 雑纂 日本仏教家の運動 椎尾節堂 41
1 3 1902 3 5 雑纂 無料宿泊所を訪ふ（承前） 木付虗心 44
1 3 1902 3 5 紀念伝道 円光大師七百年御忌に就て過去と現在（承前） 47
1 3 1902 3 5 社会 未成年者禁酒法案 51
1 3 1902 3 5 社会 日英同盟と外国宣教師 52
1 3 1902 3 5 社会 南阿の戦局 53
1 3 1902 3 5 社会 布哇の火渡り 53
1 3 1902 3 5 社会 米国基督教会に対する批難 54
1 3 1902 3 5 社会 無線の大成効 以降9ページ欠

落
1 3 1902 3 5 社会 軽気球の医料機会
1 3 1902 3 5 社会 化学上の大発明
1 3 1902 3 5 報道 第五連隊雪中行軍遭難地慰問報告
1 3 1902 3 5 報道 国民禁酒同盟会東遠支部の設立
1 3 1902 3 5 報道 商店の美学 63
1 3 1902 3 5 報道 千葉町の各宗協和会 63
1 3 1902 3 5 寄贈雑誌 64
1 3 1902 3 5 本誌規定 64
1 4 1902 4 5 本領 信は修道の門なり 1
1 4 1902 4 5 論説 宗教及信仰 椎尾節堂 9
1 4 1902 4 5 論説 未来宗教に於ける攻究問題 蓮華宝印 19
1 4 1902 4 5 講演 仏陀の解釈及仏教経典の解釈（承前） 黒田眞洞 24
1 4 1902 4 5 講演 至誠 豊岡博道 31
1 4 1902 4 5 法話 支度と希望 中島観琇 37
1 4 1902 4 5 法話 真の安慰 源誉 42
1 4 1902 4 5 雑纂 信海の一滴 46
1 4 1902 4 5 雑纂 仏教徒として禁酒の必要 49
1 4 1902 4 5 雑纂 談機俗言 藤波一如 53
1 4 1902 4 5 雑纂 檻房を訪ふの記 木付虗心 55
1 4 1902 4 5 紀念伝道 宗祖の徳風及御遭難 58
1 4 1902 4 5 紀念伝道 紀念伝道とは何ぞ 60
1 4 1902 4 5 紀念伝道 第一回紀念伝道予報 63
1 4 1902 4 5 社会 モルモン宗復た多妻主義を説く 64
1 4 1902 4 5 社会 教会と労働者運動 65
1 4 1902 4 5 社会 英国殖民大臣の禁酒演説 66
1 4 1902 4 5 社会 英国大学総長の禁酒実行 67
1 4 1902 4 5 社会 熊本第五高等学校の盛挙 67
1 4 1902 4 5 社会 静岡師範学校長の美挙 68

1 4 1902 4 5 新刊紹介 68
1 4 1902 4 5 報道 足尾銅山鉱毒被害地視察報告 70
1 4 1902 4 5 報道 岩谷商店の美挙 72
1 5 1902 5 5 本領 信仰の指導 1
1 5 1902 5 5 論理 宗教及信仰 椎尾節堂 3
1 5 1902 5 5 講演 信海の一滴（承前） 東岳隠士 14
1 5 1902 5 5 法話 自信 中嶋観琇 20
1 5 1902 5 5 雑纂 儀式と信仰 望月櫻両 27
1 5 1902 5 5 雑纂 清国布教と浄土宗 蓮華法院 29
1 5 1902 5 5 雑纂 吾人信仰の対象は理想の弥地に非ずして実在の弥地に在り 浴法道人 35
1 5 1902 5 5 紀念伝道 本会紀念伝道の行動 39
1 5 1902 5 5 紀念伝道 路傍演説及施本伝道 49
1 5 1902 5 5 社会 転ばぬ先きに杖をつけ 52
1 5 1902 5 5 社会 人力車節用論 53
1 5 1902 5 5 社会 三等室 53
1 5 1902 5 5 社会 西洋俚諺 54
1 5 1902 5 5 新判紹介 54
1 5 1902 5 5 文苑 東台暮春 如意龐 56
1 5 1902 5 5 文苑 間居口占 一艸居士 56
1 5 1902 5 5 文苑 春日感懐 蓮華法院 56
1 5 1902 5 5 文苑 黒江の春 影法師 56
1 5 1902 5 5 報道 祖書全集編纂の計画 57
1 5 1902 5 5 報道 増上寺御忌大会 58
1 5 1902 5 5 報道 宗学攻育会 58
1 5 1902 5 5 報道 東京文学院の設立 59
1 5 1902 5 5 報道 国民禁酒同盟会君津支部の設立 59
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1 5 1902 5 5 付録 紀念伝道費募集 ページ無、緑
ページ

1 6 1902 6 5 本領 時は来れり 1
1 6 1902 6 5 論説 概念を明かにせよ 椎尾節堂 3
1 6 1902 6 5 講演 人生の大問題 碧雲生 8
1 6 1902 6 5 法話 仮定と決定 中嶋観琇 15
1 6 1902 6 5 雑纂 健児たるを期せよ 21
1 6 1902 6 5 雑纂 巡教伝道に就て 孑孑子 25
1 6 1902 6 5 雑纂 仏教宣布に於ける二大難関 蓮華宝院 27
1 6 1902 6 5 雑纂 信仰と安慰 つばき生 31
1 6 1902 6 5 雑纂 自堕落者の取締り 34
1 6 1902 6 5 雑纂 諸経論に於ける禁酒の刑誡 35
1 6 1902 6 5 雑纂 タンマバーラ氏の演説 37
1 6 1902 6 5 紀念伝道 39
1 6 1902 6 5 文苑 山房口占 蓮華宝院 47
1 6 1902 6 5 文苑 感懐 鬼芙蓉 47
1 6 1902 6 5 文苑 月花 眞野観堂 48
1 6 1902 6 5 文苑 晩鐘 48
1 6 1902 6 5 社会 ダンマバーラ氏の来朝 48
1 6 1902 6 5 社会 モット氏の仏教批評 49
1 6 1902 6 5 社会 乞食ツラスト 49
1 6 1902 6 5 社会 仏教の慈善事業 50
1 6 1902 6 5 社会 義捐金の行衛へ 50
1 6 1902 6 5 社会 神が人を造りたるに非ず人が神を造りたるなり 51
1 6 1902 6 5 社会 選挙競争の新法 51
1 6 1902 6 5 社会 紀念興学会設立 51
1 6 1902 6 5 社会 哲学館第二回夏期講習会要項 52
1 6 1902 6 5 社会 仏教青年会夏期巡教 52
1 6 1902 6 5 社会 浄土宗青年学友会 52
1 6 1902 6 5 社会 万国仏教青年連合会 53
1 6 1902 6 5 社会 国民禁酒同盟会とダンマバーラ居士 53
1 6 1902 6 5 新刊批評 53
1 6 1902 6 5 本会規定 56
1 7 1902 7 5 本領 夏期伝道 1
1 7 1902 7 5 法話 慈善と報恩 中島観琇 3
1 7 1902 7 5 法話 死の観念の意識 芳翠生 8
1 7 1902 7 5 講演 仏教と医学の関係 黒田眞洞 14
1 7 1902 7 5 論説 布教の三大作（教家の急務） 椎尾節堂 20
1 7 1902 7 5 雑纂 禁酒 印度ダンマバーラ居士 24
1 7 1902 7 5 雑纂 印度の現状 同氏 30
1 7 1902 7 5 雑纂 現代社会救済の為めに法然主義を鼓吹す 33
1 7 1902 7 5 紀念伝道 紀念伝道実行趣意 40
1 7 1902 7 5 紀念伝道 第二回紀念伝道 41
1 7 1902 7 5 紀念伝道 第一回紀念伝道巡教日記 42
1 7 1902 7 5 文苑 晨朝礼讃 眞野観堂 48
1 7 1902 7 5 文苑 山房口占二首 漠々山人 49
1 7 1902 7 5 文苑 送友人某入韓国 碧芙蓉 49
1 7 1902 7 5 文苑 梅雨閑居偶成二首 飯尾心阿 49
1 7 1902 7 5 文苑 客舎聞鵑、春雨閑居、春日郊行 南澤寒苔 49
1 7 1902 7 5 社会 国民禁酒同盟会の演説 50
1 7 1902 7 5 社会 曹洞宗大学林不飲酒会の演説 51
1 7 1902 7 5 社会 動物虐待防止会 51
1 7 1902 7 5 社会 曹洞宗青年会夏期講習会 53
1 7 1902 7 5 社会 仏教青年会夏期巡廻講演規定 53
1 7 1902 7 5 社会 同青年会夏期講習会開設 54
1 7 1902 7 5 社会 音楽夏期講習会 55
1 7 1902 7 5 社会 宗教の方面より見たる大陸の探検 55
1 7 1902 7 5 社会 仏陀迦耶参詣講 56
1 7 1902 7 5 社会 モルモン宗の繁栄 56
1 7 1902 7 5 社会 基督教新教の世界的伝道の現況 57
1 7 1902 7 5 社会 世界の年齢 57
1 7 1902 7 5 社会 大家の奇癖 57
1 7 1902 7 5 新刊紹介 58
1 7 1902 7 5 報告 59
1 8 1902 8 5 本領 淫祠妖教に対する警戒 1
1 8 1902 8 5 法話 観此世界相 豊岡博道 5
1 8 1902 8 5 法話 欲心の応用 中島観琇 10
1 8 1902 8 5 講演 禁酒に就て 山根正次 15
1 8 1902 8 5 雑纂 朝鮮の仏教 佐和円眞 23
1 8 1902 8 5 雑纂 西蔵事情 26
1 8 1902 8 5 雑纂 清国の宗教 30
1 8 1902 8 5 雑纂 南清の事情 32
1 8 1902 8 5 雑纂 印度の現状（承前） 33
1 8 1902 8 5 雑纂 禁酒党組織の必要 35
1 8 1902 8 5 紀念伝道 第一回紀念伝道第四部日記（承前） 38
1 8 1902 8 5 紀念伝道 第二回紀念伝道日誌（東海道之部） 42
1 8 1902 8 5 文苑 晨朝礼賛 真野観堂 44
1 8 1902 8 5 文苑 謁某嬢墓 南沢寒苔 45
1 8 1902 8 5 文苑 夏日田園 同上 45
1 8 1902 8 5 文苑 夏日田家 同上 45
1 8 1902 8 5 文苑 初雁 飯尾心阿 45
1 8 1902 8 5 文苑 月前風 同上 45
1 8 1902 8 5 教界彙報 各宗の台湾に於ける布教の頓挫 45
1 8 1902 8 5 教界彙報 東洋宗教大会の計画 46
1 8 1902 8 5 教界彙報 米国宣教師と朝鮮村落 47
1 8 1902 8 5 教界彙報 日高仏教講話会 47
1 8 1902 8 5 教界彙報 朝顔演説 47
1 8 1902 8 5 教界彙報 荻原氏慰労会 47
1 8 1902 8 5 教界彙報 学校卒業式 47
1 8 1902 8 5 教界彙報 曼陀羅開講 47
1 8 1902 8 5 教界彙報 仏教団の設立 48
1 8 1902 8 5 教界彙報 本派本願寺の盲人保護事業 48
1 8 1902 8 5 教界彙報 東本願寺の夏安居 49
1 8 1902 8 5 教界彙報 慈善財団の影響 49
1 8 1902 8 5 教界彙報 十善会 49
1 8 1902 8 5 教界彙報 古社寺保存会の結果 49
1 8 1902 8 5 教界彙報 女子の仏教質問会 50
1 8 1902 8 5 教界彙報 東亜仏教会の拡張 50
1 8 1902 8 5 教界彙報 日蓮宗の新聞計画 50
1 8 1902 8 5 教界彙報 万国宗教大会創設者の逝去 50
1 8 1902 8 5 社会 露国喇嘛教を利用す 50
1 8 1902 8 5 社会 村上博士の淫詞談 51
1 8 1902 8 5 社会 加藤博士の怪気焔（大いに真宗を語る） 52
1 8 1902 8 5 社会 積善会の設立 53
1 8 1902 8 5 社会 職業と肺結核 53
1 8 1902 8 5 社会 脳の蒐集 53
1 8 1902 8 5 社会 動物と音楽 54
1 8 1902 8 5 社会 仏国の魔除け 54
1 8 1902 8 5 社会 婦人が男子よりも長寿なる理由 54
1 8 1902 8 5 社会 天然インキ 54
1 8 1902 8 5 社会 米国の林檎 54
1 8 1902 8 5 社会 米国の奇湖 54
1 8 1902 8 5 社会 観劇の便方 54
1 8 1902 8 5 社会 閏年小年会 54
1 8 1902 8 5 社会 シセル、ローズ奇行 55
1 8 1902 8 5 新刊紹介 55
1 9 1902 9 5 本領 教育的布教 1



1 9 1902 9 5 法話 彼岸に就て 中島観琇 4
1 9 1902 9 5 法話 菩薩の大悲（観音に就いて） 加藤秀旭 8
1 9 1902 9 5 講演 衛生上酒の利害 井上豊太郎 13
1 9 1902 9 5 論説 国民の宗教心 椎尾節堂 22
1 9 1902 9 5 雑纂 諸経論に於ける禁酒訓戒 26
1 9 1902 9 5 雑纂 唯心弥陀己心の浄土と浄土宗 大島東岳 27
1 9 1902 9 5 雑纂 仏教と社会主義 浴法道人 30
1 9 1902 9 5 紀念伝道 第二回紀念伝道日誌（信越之部） 33
1 9 1902 9 5 教界彙報 西本願寺の教育会 39
1 9 1902 9 5 教界彙報 広島に於ける慈善財団 39
1 9 1902 9 5 教界彙報 本派布教会細則発布 39
1 9 1902 9 5 教界彙報 総持寺の再建地に就て 39
1 9 1902 9 5 教界彙報 曹洞宗の教導講習院 39
1 9 1902 9 5 教界彙報 曹洞宗の新学士 39
1 9 1902 9 5 教界彙報 新義真言宗豊山派の宗憲改正 39
1 9 1902 9 5 教界彙報 日蓮各派合同の計画 40
1 9 1902 9 5 教界彙報 般若婆羅密多会の開期 40
1 9 1902 9 5 教界彙報 無料宿泊所の統計 40
1 9 1902 9 5 教界彙報 ブラジルに於ける日本僧侶 41
1 9 1902 9 5 教界彙報 米国の宗教学校 41
1 9 1902 9 5 教界彙報 米国の基督教青年会 41
1 9 1902 9 5 教界彙報 厄年と慈善 42
1 9 1902 9 5 社会 禁酒の利益 内村生 42
1 9 1902 9 5 社会 社会小観 佐伯空外 43
1 9 1902 9 5 社会 カーネギの著書 46
1 9 1902 9 5 社会 富豪を攻撃するは非なり 47
1 9 1902 9 5 社会 世界唯一の新暦 48
1 9 1902 9 5 社会 宇宙の法則は変化す 49
1 9 1902 9 5 社会 又も米国大統領を暗殺せんとす 49
1 9 1902 9 5 社会 独逸皇帝の癖 49
1 9 1902 9 5 社会 レツシングの喪心 49
1 9 1902 9 5 社会 戦争と病死者の数 49
1 9 1902 9 5 社会 猿と人との中間物 50
1 9 1902 9 5 社会 十三歳の小児杜国の為に自殺す 50
1 9 1902 9 5 社会 世界の北隅に於ける新聞紙 50
1 9 1902 9 5 社会 英国人と茶 50
1 9 1902 9 5 社会 巡査と英国皇帝 51
1 9 1902 9 5 社会 丁抹国王と乞食 51
1 9 1902 9 5 社会 黴菌は饑饉戦争よりも恐ろしき物 51
1 9 1902 9 5 社会 西伯利亜の饑饉 51
1 9 1902 9 5 社会 地震と動物 51
1 9 1902 9 5 社会 葉巻一本三千円 52
1 9 1902 9 5 社会 一万哩を漂流せし空瓶 52
1 9 1902 9 5 社会 食物としての蟲類 52
1 9 1902 9 5 社会 喫煙と伝染病 52
1 9 1902 9 5 社会 印度の毒蛇害 52
1 9 1902 9 5 社会 一人にて作らるゝ新聞 53
1 9 1902 9 5 社会 禁酒会支部の活動 53
1 9 1902 9 5 報道 第二回紀念伝道の終了 53
1 9 1902 9 5 報道 大島真厚氏 54
1 9 1902 9 5 報道 研究生 54
1 9 1902 9 5 報道 浄土宗仏眼教会と合同 54
1 9 1902 9 5 報道 仏眼教会の趣意幷に略則 55
1 9 1902 9 5 報道 仏眼教会の会堂 55
1 9 1902 9 5 報道 仏眼教会の伝道事業 56
1 9 1902 9 5 報道 紀念伝道費募集 57
1 9 1902 9 5 報道 国民禁酒同盟会支部設立 59
1 9 1902 9 5 報道 宗祖大師御流竄七百年紀念御遺跡再興趣意書 60
1 10 1902 10 10 本領 念死念仏 1
1 10 1902 10 10 法話 安心立命 源誉 6
1 10 1902 10 10 雑纂 仏教の価値 ダンマバーラ居士 13
1 10 1902 10 10 雑纂 智慧眼 松山法瑞 22
1 10 1902 10 10 雑纂 幼者の保護 土田弘敏 26
1 10 1902 10 10 雑纂 禁酒に就て（承前） 山根正次 29
1 10 1902 10 10 雑纂 禁酒と商業 山本邦之助 33
1 10 1902 10 10 教界彙報 万国仏教青年連合会 36
1 10 1902 10 10 教界彙報 覚王殿と大谷派の紛擾 37
1 10 1902 10 10 教界彙報 仏国の宗教問題 37
1 10 1902 10 10 教界彙報 露国満洲に宣教師を送る 37
1 10 1902 10 10 教界彙報 蒙古の白人伝道 38
1 10 1902 10 10 教界彙報 湖南に於ける仏教僧侶と基督教 38
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2 3 1903 3 10 教界彙聞 門司慈善演芸会 59
2 3 1903 3 10 教界彙聞 大谷派の教商学議会 59
2 3 1903 3 10 教界彙聞 露国の満洲伝道 59
2 3 1903 3 10 教界彙聞 猶太教徒大会の結果 60
2 3 1903 3 10 教界彙聞 仏教保険会社の組織改革 60
2 3 1903 3 10 社会 小松彰仁親王殿下 61
2 3 1903 3 10 社会 平壌紹介記 城山生 62
2 3 1903 3 10 社会 岡山孤児院長の受賞 63
2 3 1903 3 10 社会 月界の異動 63
2 3 1903 3 10 社会 人の寿命は次第に延長す 63
2 3 1903 3 10 社会 ネパール人と食物 63
2 3 1903 3 10 社会 大胆なる北極探検の計画 63
2 3 1903 3 10 社会 霊魂不滅を実験せんとして死す 64
2 3 1903 3 10 社会 モルモン信徒気質 64
2 3 1903 3 10 社会 波斯帝千六百餘人の妃を去る 64
2 3 1903 3 10 社会 二十万円資産を有する乞児 64
2 3 1903 3 10 社会 在韓の本邦人 64
2 3 1903 3 10 社会 仏国人口減少防遏法 65
2 3 1903 3 10 報道 伝道講習院 65
2 3 1903 3 10 報道 第五博覧会に於ける紀念伝道 66
2 3 1903 3 10 訂正 66
2 3 1903 3 10 特別寄付報告（承前） 66
2 3 1903 3 10 会費領収報告（承前） 66
2 3 1903 3 10 広告 66
2 4 1903 4 10 本領 人格の感化 1
2 4 1903 4 10 法話 勇猛心 中島観琇 6
2 4 1903 4 10 法話 感応道交 信阿 11
2 4 1903 4 10 講演 衛生と仏教 村上専精 17
2 4 1903 4 10 論説 空論を去って実際に就け 天外生 22
2 4 1903 4 10 伝道 紀念伝道 碧雲生 25
2 4 1903 4 10 雑纂 出でよ仏教文学者 椎尾節堂 29
2 4 1903 4 10 雑纂 仏心と凡夫心 芳翠生 33
2 4 1903 4 10 雑纂 感見録（二） 琵琶子 37
2 4 1903 4 10 雑纂 金枝断片（第二回） 佐伯東陽 40
2 4 1903 4 10 雑纂 無名草紙 如意輪龐居士 43
2 4 1903 4 10 雑纂 仏教青年伝道会発会式 45
2 4 1903 4 10 文苑 聖の日 赤尾白嶺 45
2 4 1903 4 10 文苑 柳 荒井興善 47
2 4 1903 4 10 文苑 柳 石田俊英 47
2 4 1903 4 10 文苑 柳 飯尾弁重 47
2 4 1903 4 10 文苑 友人のふる里に帰るを送る 佐伯俊哲 47
2 4 1903 4 10 文苑 友人のふる里に帰るを送る 林然達 47
2 4 1903 4 10 報道 大坂に於ける本会の第三回紀念伝道 47
2 4 1903 4 10 報道 東京に於ける本会の第三回紀念伝道 47
2 4 1903 4 10 広告 48
2 5 1903 5 10 本領 何を求めむとするか 1
2 5 1903 5 10 本領 何を与えむとするか 1
2 5 1903 5 10 本領 吾人の与えんと欲する処のもの 2
2 5 1903 5 10 講演 棄恩入無為 中島観琇 4
2 5 1903 5 10 講演 婦人の特性を論じて仏教に及ぶ 大島真厚 10
2 5 1903 5 10 講演 聖法然 余知生 16
2 5 1903 5 10 論説 宗教無用論に就て 椎尾節堂 24
2 5 1903 5 10 雑纂 「仏陁の光」に就きて 碧雲生 33
2 5 1903 5 10 雑纂 雨窓閑話 洋々子 34
2 5 1903 5 10 雑纂 為諸天人師 松山法瑞 38
2 5 1903 5 10 雑纂 宗教と学者 琵琶子 41
2 5 1903 5 10 雑纂 黙語録 聖虗心 45
2 5 1903 5 10 紀念伝道 大阪紀念伝道 46
2 5 1903 5 10 紀念伝道 第三回紀念伝道 49
2 5 1903 5 10 紀念伝道 浅草に於ける第三回紀念伝道 52
2 5 1903 5 10 江湖 北信だより 53
2 5 1903 5 10 江湖 第五大博覧会と基督教の活動 54
2 5 1903 5 10 江湖 仏教青年伝道会 54
2 5 1903 5 10 江湖 日蓮宗の活動 54
2 6 1903 6 10 本領 円満主義 1
2 6 1903 6 10 講演 深信因果と無我 中島観琇 5
2 6 1903 6 10 講演 教友 大竹智憲 12
2 6 1903 6 10 講演 社会の救済 椿性円 19
2 6 1903 6 10 論説 青年思潮の二大暗流 椎尾節堂 25
2 6 1903 6 10 論説 教化師の任務 洋々子 29
2 6 1903 6 10 雑纂 屋外伝道 豊岡芳翠 34
2 6 1903 6 10 雑纂 少年哲学者 湖月生 36
2 6 1903 6 10 雑纂 仏事禁酒 大島東岳 37
2 6 1903 6 10 雑纂 金枝断片（第三回） 佐伯俊哲 40
2 6 1903 6 10 雑纂 難波観 一会員 42
2 6 1903 6 10 江湖 第四回紀念伝道予報 44
2 6 1903 6 10 江湖 大阪有志の屋外伝道 44
2 6 1903 6 10 江湖 京浜仏教徒懇話会 44
2 6 1903 6 10 江湖 仏教青年伝道会園遊会 44
2 6 1903 6 10 江湖 万国仏教青年連合会会報の発刊 44
2 6 1903 6 10 江湖 真言宗祖風宣揚会 45
2 6 1903 6 10 江湖 各宗布務近事 45
2 6 1903 6 10 江湖 基督教青年会館の十年期 45
2 6 1903 6 10 江湖 日蓮宗学研究大会 45
2 6 1903 6 10 江湖 改良儀式 46
2 6 1903 6 10 江湖 神戸永平寺出張所 46
2 6 1903 6 10 江湖 上海地方の仏教徒 46
2 6 1903 6 10 御法の深きを思ひてよめる 佐伯俊哲 46
2 6 1903 6 10 御法の深きを思ひてよめる 落合俊玉 46
2 7 1903 7 10 本領 真面目なれ 1
2 7 1903 7 10 講演 専信本願に就て 中島観琇 4
2 7 1903 7 10 講演 厭世と死 木付玄聖 10
2 7 1903 7 10 講演 煩悩淪 椿性円 18
2 7 1903 7 10 論説 僧侶の盛衰 椎尾節堂 25
2 7 1903 7 10 論説 宗教学学語の設定 洋洋子 30
2 7 1903 7 10 雑纂 聖法然 大竹智憲 33
2 7 1903 7 10 雑纂 まことの交際法 秦鴎水 37
2 7 1903 7 10 雑纂 仏事禁酒（承前） 大島真厚 40
2 7 1903 7 10 雑纂 黙語録 聖虗心 43
2 7 1903 7 10 雑纂 故神原精二居士 ＳＫ生 45
2 7 1903 7 10 江湖 九州方面の紀念伝道 47
2 7 1903 7 10 江湖 宗侶の南米行 47
2 7 1903 7 10 江湖 紀念伝道規定の発布 47
2 7 1903 7 10 江湖 伝道講習院卒業式 48
2 7 1903 7 10 江湖 「教林指月」の出版 48



2 7 1903 7 10 江湖 国民禁酒同盟会二戸支部発会式 48
2 7 1903 7 10 江湖 梅霖集 49
2 7 1903 7 10 江湖 紀念伝道の一方法 49
2 7 1903 7 10 会告
2 8 1903 8 10 本領 銷夏 1
2 8 1903 8 10 講演 以善攻悪 中島観琇 4
2 8 1903 8 10 講演 浄土宗侶の修行 随阿弥陀仏 9
2 8 1903 8 10 講演 宗教思潮の趨勢 椿性円 12
2 8 1903 8 10 論説 僧侶教化の要なきか 得法逸士 20
2 8 1903 8 10 論説 廃立に就て 大竹智憲 23
2 8 1903 8 10 雑纂 人生の力 木付玄聖 30
2 8 1903 8 10 雑纂 音楽と唱歌 まどか生 34
2 8 1903 8 10 雑纂 施本伝道瑣話 38
2 8 1903 8 10 雑纂 盆祭の感 飯尾志武阿 40
2 8 1903 8 10 紀念伝道 浄土宗伝道会第四回紀念伝道日誌 一会員 43
2 8 1903 8 10 江湖 総本山の夏安居 46
2 8 1903 8 10 江湖 会長の出張 46
2 8 1903 8 10 江湖 九州伝道隊の一行 46
2 8 1903 8 10 江湖 講習院卒業生の開教使任命 46
2 8 1903 8 10 江湖 仏教青年伝道会 47
2 8 1903 8 10 江湖 講習院生の布教旅行 47
2 8 1903 8 10 江湖 布教篤志家 47
2 8 1903 8 10 江湖 「教林指月」を読む 47
2 8 1903 8 10 江湖 基督教宣教師の浄土宗観 47
2 8 1903 8 10 江湖 日本聖公会大阪地方部統計 49
2 8 1903 8 10 江湖 平壌通信 佐和生 49
2 8 1903 8 10 江湖 博覧会施本後のたより 50
2 9 1903 9 10 本領 救済は法爾の道理也 1
2 9 1903 9 10 講演 香偈 中島観琇 4
2 9 1903 9 10 講演 須らく先づ自覚せよ 豊岡博道 10
2 9 1903 9 10 講演 浄土教の本領 東岳隠士 16
2 9 1903 9 10 論説 教会経営の完成期 椎尾弁匡 20
2 9 1903 9 10 論説 黒衣如法衣（御遠忌服制として） 洋々子 27
2 9 1903 9 10 雑纂 秋の感想 聖虗心 31
2 9 1903 9 10 雑纂 信仰の対象に就て 飯尾弁重 33
2 9 1903 9 10 雑纂 孤島套語 明林霽月生 36
2 9 1903 9 10 紀念伝道 第四回紀念伝道日誌（承前） 一会員 42
2 9 1903 9 10 江湖 第四回紀念伝道の終了 51
2 9 1903 9 10 江湖 各学院教校の新学年 51
2 9 1903 9 10 江湖 宗侶教育六方針の発布 51
2 9 1903 9 10 江湖 専修教会の信仰要領 51
2 9 1903 9 10 江湖 よせか記 芳翠生 52
2 9 1903 9 10 江湖 鹿児島の紀念伝道 53
2 9 1903 9 10 会告 54
2 9 1903 9 10 広告 54
2 10 1903 10 10 本領 罪悪 1
2 10 1903 10 10 講演 精進波羅密 大竹智憲 6
2 10 1903 10 10 講演 極楽往生に就て 中島観琇 15
2 10 1903 10 10 論説 宗教教育 椎尾節堂 21
2 10 1903 10 10 論説 反響なき教界 得法逸士 27
2 10 1903 10 10 雑纂 秋の感想（承前） 聖虗心 31
2 10 1903 10 10 雑纂 地方の道友にあてて 碧雲 36
2 10 1903 10 10 雑纂 音楽の隆盛時代 まどか生 38
2 10 1903 10 10 雑纂 随感随筆 洋々子 41
2 10 1903 10 10 雑纂 理想と現実 山陰子 42
2 10 1903 10 10 江湖 仏教青年伝道会 45
2 10 1903 10 10 江湖 仏教教会 45
2 10 1903 10 10 江湖 上宮教会 45
2 10 1903 10 10 江湖 豊山派伝道講習会所 46
2 10 1903 10 10 江湖 東京伝道学校 46
2 10 1903 10 10 江湖 ユニテリアン教会の近況 46
2 10 1903 10 10 江湖 世界を基督教化するの費用 46
2 10 1903 10 10 江湖 天理教の内幕曝露 47
2 10 1903 10 10 江湖 ニコライ師の自給奨励 47
2 10 1903 10 10 江湖 奈良の仏教図書館 48
2 10 1903 10 10 江湖 博覧会に於ける伝道成績 48
2 10 1903 10 10 江湖 米国桑港仏教徒の信条 48
2 10 1903 10 10 江湖 コール氏と読売新聞 48
2 10 1903 10 10 広告 50
2 11 1903 11 10 本領 秋の福音 1
2 11 1903 11 10 講演 人格の高卑 中島観琇 5
2 11 1903 11 10 講演 追善のはなし 随阿 11
2 11 1903 11 10 講演 十日十夜 門阿弥陀仏 18
2 11 1903 11 10 講演 精神の修養 椿性円 23
2 11 1903 11 10 論説 宗教教育 椎尾節堂 29
2 11 1903 11 10 雑纂 教家の領分 自透生 34
2 11 1903 11 10 雑纂 寒来暑往 碧雲 39
2 11 1903 11 10 雑纂 黙語録 聖虗心 40
2 11 1903 11 10 雑纂 伝道旅行感見 まどか生 42
2 11 1903 11 10 紀念伝道 第五回紀念伝道日誌（承前） 45
2 11 1903 11 10 紀念伝道 第六回紀念伝道日誌 48
2 11 1903 11 10 江湖 「仏陀の光」の好評 55
2 11 1903 11 10 江湖 第六回紀念伝道 56
2 11 1903 11 10 江湖 本派の米人布教拡張 56
2 11 1903 11 10 江湖 大和にある仏教学校と天理教学校 57
2 11 1903 11 10 江湖 東洋女学校 57
2 11 1903 11 10 江湖 巣鴨監獄囚人の宗教 57
2 11 1903 11 10 江湖 求道会設立の計画 58
2 11 1903 11 10 江湖 宗教研究会 58
2 11 1903 11 10 江湖 亜細亜に於ける回々教の勢力 58
2 11 1903 11 10 江湖 韓国開教誌 58
2 11 1903 11 10 江湖 淀橋小学校惨死者追吊会 59
2 11 1903 11 10 江湖 法華玄義の開講 59
2 11 1903 11 10 江湖 北海道だより 59
2 12 1903 12 10 本領 来年観 1
2 12 1903 12 10 講演 義理と人情 中島観琇 5
2 12 1903 12 10 講演 君子国民たるを忘れしか 籠島禅静 12
2 12 1903 12 10 講演 忍耐 大竹智憲 17
2 12 1903 12 10 論説 宗教教育（三） 椎尾節堂 25
2 12 1903 12 10 雑纂 堕落 洋々子 31
2 12 1903 12 10 雑纂 人生の回想 玄玄道人 32
2 12 1903 12 10 雑纂 報慈恩 真野観堂 35
2 12 1903 12 10 雑纂 ベスタロッチ略伝（一七四六－一八二七） 36
2 12 1903 12 10 雑纂 歳暮 是非子 39
2 12 1903 12 10 雑纂 感想録 赤尾白嶺 40
2 12 1903 12 10 紀念伝道 第五回紀念伝道日誌（完結） 42
2 12 1903 12 10 江湖 観菊演説と本会 45
2 12 1903 12 10 江湖 仏教青年伝道会 45
2 12 1903 12 10 江湖 新刊紹介 45
2 12 1903 12 10 江湖 「通俗仏教」廃刊 45
2 12 1903 12 10 江湖 東京府下に於ける女学校 46
2 12 1903 12 10 江湖 大谷光瑞師の談片 46
2 12 1903 12 10 江湖 音楽遊戯教会の講習所成立 47
2 12 1903 12 10 江湖 北海通信 47
2 12 1903 12 10 会告 48
3 1 1904 1 10 本領 新年の辞 1
3 1 1904 1 10 講演 陰徳と公徳 中島観琇 6



3 1 1904 1 10 講演 自力教と他力教の極致 加藤玄智 14
3 1 1904 1 10 講演 自省 紀平正美 21
3 1 1904 1 10 論説 宗祖円光大師 椎尾節堂 26
3 1 1904 1 10 論説 宗教は時代と共に推移せざる可からず 広井辰太郎 30
3 1 1904 1 10 雑纂 三心通解 心玄聖 34
3 1 1904 1 10 雑纂 龍に就て 湖月生 37
3 1 1904 1 10 雑纂 感想録（其の二） 赤尾白嶺 39
3 1 1904 1 10 雑纂 信仰の対象に就きて 飯尾弁重 41
3 1 1904 1 10 雑纂 俳句 45
3 1 1904 1 10 雑纂 和歌 46
3 1 1904 1 10 江湖 北海雑信 飯尾弁重 46
3 1 1904 1 10 江湖 東西本願寺の海外布教 49
3 1 1904 1 10 江湖 万国宣教師大会 49
3 1 1904 1 10 江湖 基督教各派共通讃美歌 49
3 1 1904 1 10 江湖 黒住天理二教へ諭達 49
3 1 1904 1 10 江湖 真宗聖典の発行 49
3 1 1904 1 10 江湖 同志社の仏教講義 50
3 1 1904 1 10 江湖 同志社の神儒講義 50
3 1 1904 1 10 江湖 宗教に関する自由思想家の会合 50
3 2 1904 2 10 本領 努力主義（憤闘的生活） 1
3 2 1904 2 10 講演 自心の実験 中島観琇 6
3 2 1904 2 10 講演 家庭と社会 籠島禅静 13
3 2 1904 2 10 講演 人生は夢にあらざる乎 大竹智憲 18
3 2 1904 2 10 講演 不請之友 木付玄聖 24
3 2 1904 2 10 論説 宗教教育（四） 椎尾節堂 29
3 2 1904 2 10 雑纂 吾人の生命 芳翠生 39
3 2 1904 2 10 雑纂 教友にあてて 洋々子 40
3 2 1904 2 10 雑纂 屈服と感服 得法逸士 42
3 2 1904 2 10 雑纂 浮きたる誉（ミルトン） 白嶺訳 42
3 2 1904 2 10 雑纂 紀念布教云何 〔碧雲生〕 44
3 2 1904 2 10 雑纂 蒙古談 佐々木安五郎 45
3 2 1904 2 10 江湖 伝道の好時機 47
3 2 1904 2 10 江湖 時局と浄土宗 47
3 2 1904 2 10 江湖 時局と本派本願寺 48
3 2 1904 2 10 江湖 従軍布教と真言各宗派協議会 48
3 2 1904 2 10 江湖 道友会講演 48
3 2 1904 2 10 江湖 「倫理学概論」 48
3 2 1904 2 10 江湖 「活ける法華経」 48
3 2 1904 2 10 江湖 田口医学博士の逝去 48
3 3 1904 3 10 本領 戦争と念仏 1
3 3 1904 3 10 講演 忠実勇武 中島観琇 12
3 3 1904 3 10 講演 人となる道 石塚龍学 19
3 3 1904 3 10 論説 宗教教育（五） 椎尾節堂 26
3 3 1904 3 10 論説 社会に於ける信仰 十時弥 33
3 3 1904 3 10 雑纂 銃影剣声録 芳翠生 37
3 3 1904 3 10 雑纂 再び教友にあてて 洋々子 39
3 3 1904 3 10 雑纂 亜細亜に於ける露国 △△生 47
3 3 1904 3 10 江湖 宣戦の詔勅 49
3 3 1904 3 10 江湖 仏教各宗派の日露戦争に対する態度 50
3 3 1904 3 10 江湖 本会の行動 50
3 4 1904 4 10 本領 死を念ぜよ 1
3 4 1904 4 10 本領 永久の光 5
3 4 1904 4 10 講演 彼岸と平和 中島観琇 6
3 4 1904 4 10 講演 戦争悉檀 籠島禅静 13
3 4 1904 4 10 論説 宗教教育（六） 椎尾節堂 19
3 4 1904 4 10 雑纂 仏教と社会 石塚龍学 34
3 4 1904 4 10 雑纂 宗侶の任務 大竹智憲 39
3 4 1904 4 10 雑纂 伝道難 佐和円真 43
3 4 1904 4 10 雑纂 亜細亜に於ける露国（承前） △△△生 45
3 4 1904 4 10 江湖 宗祖降誕会 50
3 4 1904 4 10 江湖 時局と基督教 50
3 4 1904 4 10 江湖 時局と仏教各宗 51
3 4 1904 4 10 江湖 伝道会の活動 51
3 4 1904 4 10 江湖 講習院の学生募集 51
3 4 1904 4 10 江湖 伝道会の軍隊布教 52
3 5 1904 5 10 本領 紀念伝道の実 1
3 5 1904 5 10 本領 日本宗教大会 5
3 5 1904 5 10 講演 戦勝祈願 中島観琇 6
3 5 1904 5 10 講演 招魂祭法話 豊岡博道 13
3 5 1904 5 10 論説 宗教教育（七） 椎尾節堂 23
3 5 1904 5 10 雑纂 仏教と社会 石塚龍学 35
3 5 1904 5 10 雑纂 天職に就て 洋々子 41
3 5 1904 5 10 雑纂 自尊心と同情性 大竹智憲 45
3 5 1904 5 10 紀念伝道 第七回紀念伝道 47
3 5 1904 5 10 江湖 本会の紀念伝道 53
3 5 1904 5 10 江湖 浄土宗学制の更革 53
3 5 1904 5 10 江湖 日本宗教家大会 53
3 5 1904 5 10 江湖 同趣意書 54
3 5 1904 5 10 江湖 同発起人氏名は左の如し 55
3 6 1904 6 10 本領 海外宣教 1
3 6 1904 6 10 本領 勤倹の本義 4
3 6 1904 6 10 講演 油断大敵 中島観琇 9
3 6 1904 6 10 講演 宗教と戦争 大竹智憲 17
3 6 1904 6 10 講演 反対と調和 籠島禅静 21
3 6 1904 6 10 論説 宗教教育（八） 椎尾節堂 25
3 6 1904 6 10 雑纂 仏教と社会 石塚龍学 33
3 6 1904 6 10 雑纂 寒草紙 赤尾白嶺 37
3 6 1904 6 10 雑纂 謂ゆる際物師に就て 碧雲生 38
3 6 1904 6 10 紀念伝道 第一部信州方面旅行日誌 45
3 6 1904 6 10 紀念伝道 第三部神奈川方面 45
3 6 1904 6 10 紀念伝道 第四部川越方面旅行日誌 45
3 6 1904 6 10 江湖 大日本宗教家大会 47
3 6 1904 6 10 江湖 宗教家懇話晩餐会 48
3 6 1904 6 10 江湖 宗教家大会の報告書 48
3 6 1904 6 10 江湖 大学院伝道部学生の実地伝道旅行 48
3 6 1904 6 10 江湖 日本宗教各派と清韓経営 48
3 7 1904 7 10 本領 恁麼か是伝道 1
3 7 1904 7 10 講演 負傷兵士に対する法話 中島観琇 5
3 7 1904 7 10 講演 軍隊法話 籠島禅静 13
3 7 1904 7 10 論説 宗教教育 椎尾節堂 19
3 7 1904 7 10 雑纂 社会と仏教 石塚龍学 34
3 7 1904 7 10 雑纂 伝道者の品格 蓮池徳音 39
3 7 1904 7 10 雑纂 浄土教徒の行為 大竹智憲 41
3 7 1904 7 10 雑纂 奥羽方面日誌（略報） 45
3 7 1904 7 10 江湖 各宗従軍僧侶 46
3 7 1904 7 10 江湖 夏期講習会 47
3 7 1904 7 10 江湖 本派の韓国布教視察 47
3 7 1904 7 10 江湖 武田布教部長の韓国視察 47
3 7 1904 7 10 江湖 独逸仏教伝道会近況 47
3 7 1904 7 10 江湖 宗教大学院卒業生 48
3 8 1904 8 10 本領 戦後の経営と仏教 1
3 8 1904 8 10 清浄自活（或僧侶に対する法話） 中島観琇 5
3 8 1904 8 10 平等中の差別（湯屋と電車） くれがし 11
3 8 1904 8 10 泰西宗教界 椎尾節堂 12
3 8 1904 8 10 葬式屋の危機 盲蛇 18
3 8 1904 8 10 宗教経験の二面 洋々子 22
3 8 1904 8 10 仏教と社会（完結） 石塚龍学 26



3 8 1904 8 10 小説 軍事短編　勇士の遺書 堀内新泉 29
3 8 1904 8 10 教界時事 北海道の宗教大会 35
3 8 1904 8 10 教界時事 東本願寺の改革 35
3 8 1904 8 10 教界時事 仏国に於ける宗教々育 35
3 8 1904 8 10 教界時事 釈宗演師の渡米 36
3 8 1904 8 10 教界時事 軍隊に頒布せし聖書数 36
3 8 1904 8 10 教界時事 日本基督教会の過去六年間に於ける発達を統計に徴すれば

左の如し
36

3 8 1904 8 10 教界時事 全世界基督教徒 36
3 8 1904 8 10 教界時事 戦中の心理作用 37
3 8 1904 8 10 教界時事 ニコライ氏の書面 37
3 8 1904 8 10 東西本願寺と羅馬法王 得法逸士 37
3 8 1904 8 10 軍人の感想 恒川少尉の宗教 41
3 8 1904 8 10 軍人の感想 兵士の天祐論 42
3 8 1904 8 10 時代精神と宗義解釈の変遷（上） 宝院 43
3 8 1904 8 10 戦争の裡面 出征留守宅の惨事 46
3 8 1904 8 10 浄土宗大大学院伝道部生関西方面伝道日誌概要 48
3 8 1904 8 10 浄土宗大学院伝道部生北陸方面伝道日誌概要 51
3 8 1904 8 10 哲学館大学の学生募集 54
3 8 1904 8 10 浄土宗宗教大学院伝道部 54
3 8 1904 8 10 謝告 54
3 8 1904 8 10 広告 54
3 9 1904 9 10 本領 戦地に於ける仏教徒の行動 1
3 9 1904 9 10 祝捷と恤兵 芳翠 4
3 9 1904 9 10 勇猛精進 中島観琇 5
3 9 1904 9 10 醉睡余録 くれがし 12
3 9 1904 9 10 韓国女子教育と軍人の未亡人 得法逸士 14
3 9 1904 9 10 教へ草 石塚龍学訳 21
3 9 1904 9 10 森尚謙の人生論及解説論（「森尚謙）ノ一節） 石塚龍学 26
3 9 1904 9 10 寒草紙（二） 白嶺 32
3 9 1904 9 10 海外思潮 西眼に映ずる日本宗教界 33
3 9 1904 9 10 海外思潮 トルストイの時局観 35
3 9 1904 9 10 戦死軍人の寡婦 椎尾節堂 38
3 9 1904 9 10 盲言蛇語 盲蛇 43
3 9 1904 9 10 軍隊慰問に就て 46
3 9 1904 9 10 教界時事 軍人慰労天幕事業 49
3 9 1904 9 10 教界時事 羅馬法王の教会法典編纂 49
3 9 1904 9 10 教界時事 支那の宗教 49
3 9 1904 9 10 教界時事 満洲基督教青年会 49
3 9 1904 9 10 教界時事 熱心なる女宣教師と日本宗教家 50
3 9 1904 9 10 教界時事 露国の宗教人口別 50
3 9 1904 9 10 教界時事 神道の海外布教 51
3 9 1904 9 10 教界時事 満洲の天主教報 51
3 9 1904 9 10 教界時事 露国従事僧 51
3 9 1904 9 10 教界時事 黒田老師の近著独訳せらる 51
3 9 1904 9 10 教界時事 日本宗教家大会宣言書に対する独逸宗教家の態度 51
3 9 1904 9 10 教界時事 雇人奨励会 52
3 9 1904 9 10 教界時事 御断り 52
3 9 1904 9 10 新刊紹介 釈迦史伝 52
3 9 1904 9 10 新刊紹介 仏教修身の要領 52
3 9 1904 9 10 新刊紹介 日本宗教家大会彙報 52
3 9 1904 9 10 東北漫遊雑記 籠嶋禅静 53
3 9 1904 9 10 広告 56
3 10 1904 10 10 本領 誠意なき教家 1
3 10 1904 10 10 御訓諭説明並引 中島観琇 5
3 10 1904 10 10 僧侶と社会 一記者 21
3 10 1904 10 10 僧伝の研究 椎尾節堂 22
3 10 1904 10 10 戦時に於ける仏教 洋々子 29
3 10 1904 10 10 閑天地 東方朔 32
3 10 1904 10 10 信仰の基礎 節堂 34
3 10 1904 10 10 小説 父なし児 堀内新泉 40
3 10 1904 10 10 念仏と万歳 盲蛇 42
3 10 1904 10 10 句屑 紅村 45
3 10 1904 10 10 尾張通信（宗教地理資料として） 碧雲生 45
3 10 1904 10 10 教へ草 石塚龍学訳 51
3 10 1904 10 10 教界時事 戦時伝道隊 57
3 10 1904 10 10 教界時事 日本に於ける羅馬教の教勢 57
3 10 1904 10 10 教界時事 東洋各国に於ける天主教 58
3 10 1904 10 10 教界時事 日蓮宗の韓国開教 58
3 10 1904 10 10 教界時事 露国の禍根は宗教制度に在り 58
3 10 1904 10 10 教界時事 日本は神の敵 59
3 10 1904 10 10 教界時事 中西医博士と仰臥禅 60
3 10 1904 10 10 教界時事 念仏大隊 60
3 11 1904 11 10 本領 宗教の価値 1
3 11 1904 11 10 念仏と日本魂 中島観琇 5
3 11 1904 11 10 心の光 豊岡博道 11
3 11 1904 11 10 僧伝の研究（下） 椎尾節堂 24
3 11 1904 11 10 秋夜月明 芳翠生 30
3 11 1904 11 10 トルストイ氏生活論 魯山生訳 33
3 11 1904 11 10 小説 極楽水 司舟 37
3 11 1904 11 10 林恵山翁を吊ふ文 波水 44
3 11 1904 11 10 寒草紙（三） 白嶺 45
3 11 1904 11 10 山百合 若麻績長風 47
3 11 1904 11 10 教え草（三） 石塚龍学訳 47
3 11 1904 11 10 伝道紀行 甲府方面日誌 50
3 11 1904 11 10 伝道紀行 甲州南部方面旅行日誌 52
3 11 1904 11 10 伝道紀行 銚子方面日誌摘要 54
3 11 1904 11 10 伝道紀行 日光方面の伝道日誌 55
3 11 1904 11 10 伝道紀行 上州方面日誌概要 57
3 11 1904 11 10 伝道紀行 足利方面日誌摘要 59
3 11 1904 11 10 教界時事 国民一般への勅語 61
3 11 1904 11 10 教界時事 浄土宗の軍国布教 61
3 11 1904 11 10 教界時事 傷病兵慰問 61
3 11 1904 11 10 教界時事 伝道部生の秋期伝道旅行 61
3 11 1904 11 10 教界時事 川口慧海氏の再入蔵 61
3 11 1904 11 10 教界時事 宗教家の活動すべき方面 61
3 11 1904 11 10 教界時事 遼東の仏教 61
3 11 1904 11 10 教界時事 内務省の遺族救護意見 62
3 11 1904 11 10 教界時事 大日本仏教満洲開教々会 63
3 11 1904 11 10 教界時事 勇士の信心 63
3 11 1904 11 10 教界時事 神主僧侶及牧師に対する陣中評 63
3 11 1904 11 10 予告 64
3 12 1904 12 10 本領 自覚の機 1
3 12 1904 12 10 在露捕虜の慰問 4
3 12 1904 12 10 吾人の立脚地 中島観琇 5
3 12 1904 12 10 宗教制度本位論 椎尾節堂 11
3 12 1904 12 10 韓国視察 18
3 12 1904 12 10 利他と自利 魯山 21
3 12 1904 12 10 法然上人伝に就て 椎尾節堂 24
3 12 1904 12 10 尾張通信（承前々号） 碧雲生 28
3 12 1904 12 10 凍雲凝霜 一記者 33
3 12 1904 12 10 トルストイの生活論（第二回） 石塚龍学 35
3 12 1904 12 10 小説 心の富 堀内新泉 40
3 12 1904 12 10 富貴にして宗教無用を唱ふる友に与ふるの書 奥龍山人 43
3 12 1904 12 10 世尊の出世 若麻績長風 46
3 12 1904 12 10 金蓮 若麻績長風 46
3 12 1904 12 10 信仰界の歳暮 宝印 47



3 12 1904 12 10 甲露味 碧雲 49
3 12 1904 12 10 教界時事 日本組合基督教会の宣言 50
3 12 1904 12 10 教界時事 支那僧の平生 50
3 12 1904 12 10 教界時事 台湾の教界 51
3 12 1904 12 10 教界時事 万国宗教歴史大会 51
3 12 1904 12 10 教界時事 成功者の過半は僧侶の子 51
3 12 1904 12 10 教界時事 戦時の宗教家 51
3 12 1904 12 10 教界時事 兵士の信念 52
3 12 1904 12 10 教界時事 清国僧侶と大谷派 52
3 12 1904 12 10 教界時事 軍人慰労の天幕 53
3 12 1904 12 10 教界時事 観菊演説会 54
4 1 1905 1 10 新年之辞 1
4 1 1905 1 10 本領 向上の一路 3
4 1 1905 1 10 真の祝捷 5
4 1 1905 1 10 社会主義講話 十時弥 7
4 1 1905 1 10 奉公の誠 中島観琇 19
4 1 1905 1 10 宗教制度本位論（中） 椎尾節堂 25
4 1 1905 1 10 戦時の新年を迎へて宗教の将来を思ふ 加藤玄智 33
4 1 1905 1 10 トルストイの生活論（完） 魯山生訳 37
4 1 1905 1 10 如何なる宗教が其感化力強勢なるか 奥龍山人 41
4 1 1905 1 10 小説 初春 堀内新泉 43
4 1 1905 1 10 三十七年の宗教界 碧雲山人 46
4 1 1905 1 10 新春劈頭の所望 蓮華宝印 51
4 1 1905 1 10 三餘漫録（一） 独笑 54
4 1 1905 1 10 文苑 寒草紙（四） 白嶺 56
4 1 1905 1 10 文苑 新年山 57
4 1 1905 1 10 文苑 乙巳新年 57
4 1 1905 1 10 文苑 歳晩小集分張謂眼前一樽又常満句得又字 58
4 1 1905 1 10 文苑 〔新玉のとしの始めにみ・・・〕 ちか子 58
4 1 1905 1 10 文苑 〔あら玉の年のあさ日に・・・〕 初子 58
4 1 1905 1 10 文苑 〔大君のみいつをよもに・・・〕 無石子 58
4 1 1905 1 10 教界時事 布哇に於ける西本願寺の教勢 58
4 1 1905 1 10 教界時事 大谷派の現世祈祷に就ての指令 58
4 1 1905 1 10 教界時事 日本基督教の自給独立 58
4 1 1905 1 10 教界時事 東都の学生と基督教 59
4 1 1905 1 10 教界時事 印度仏教徒の活動 59
4 1 1905 1 10 教界時事 亜細亜青年会創立の計画 59
4 1 1905 1 10 教界時事 本会の祝捷伝道 59
4 2 1905 2 10 本領 永久の生命 1
4 2 1905 2 10 主義の人たれ 3
4 2 1905 2 10 戦時と同情 中島観琇 11
4 2 1905 2 10 健全是富貴 籠島禅静 17
4 2 1905 2 10 傷病兵慰問法話（道友会募集当選） 高山龍善 20
4 2 1905 2 10 宗教文学 豊岡博道 23
4 2 1905 2 10 社会的罪悪を減少する一新法 奥龍山人 27
4 2 1905 2 10 宗教的儀礼 芳翠生 32
4 2 1905 2 10 教へ草（四） 石塚龍学訳 35
4 2 1905 2 10 家庭小話 新泉生 37
4 2 1905 2 10 軍歌 44
4 2 1905 2 10 軍歌 中山幸子 45
4 2 1905 2 10 文苑 和歌・・・漢詩・・・ 46
4 2 1905 2 10 文苑 三餘漫録（二） 独笑 48
4 2 1905 2 10 陣中余録 飯尾弁重 51
4 2 1905 2 10 布教寸言 木寸卜一 53
4 2 1905 2 10 新著紹介 新撰柿本人麿歌集全/孔夫子伝 54
4 2 1905 2 10 祝捷伝道 55
4 2 1905 2 10 教界時事 東洋女学校 56
4 2 1905 2 10 教界時事 女子宗教学会 57
4 2 1905 2 10 教界時事 浄土宗前管長の遷化 57
4 2 1905 2 10 教界時事 基督教青年の天幕事業 57
4 2 1905 2 10 教界時事 青泥窪の忠魂堂 57
4 2 1905 2 10 教界時事 麻渓翁の仏教論 58
4 2 1905 2 10 教界時事 向上会講演集 58
4 2 1905 2 10 祝捷伝道会収支決算報告 ページなし
4 3 1905 3 10 本領 戦争の与ふる教訓 1
4 3 1905 3 10 麗はしき心 5
4 3 1905 3 10 遺族を慰むるに欠漏なきや 8
4 3 1905 3 10 社会主義講話（第三回） 十時弥 10
4 3 1905 3 10 釈迦牟尼と国家主義 中島観琇 16
4 3 1905 3 10 電車道徳 盲蛇 22
4 3 1905 3 10 清国に於ける仏教宣伝 22
4 3 1905 3 10 戦時の宗教 節堂 23
4 3 1905 3 10 時代の利用 蓮華宝印 28
4 3 1905 3 10 浄財 碧雲生 32
4 3 1905 3 10 家庭小話（接前号） 堀内新泉 34
4 3 1905 3 10 文苑 和歌数首、漢詩 40
4 3 1905 3 10 戦局雑感 鳥有子 41
4 3 1905 3 10 我宗の短所長所 黒雲生 44
4 3 1905 3 10 妄語の誡 石塚龍学訳 50
4 3 1905 3 10 教界時事 戦時講話 51
4 3 1905 3 10 教界時事 妙宗国諌同志義会 52
4 3 1905 3 10 教界時事 戦後の日本は伝道の競争場 52
4 3 1905 3 10 教界時事 日本各宗派の統計 53
4 3 1905 3 10 教界時事 露国の宗教 53
4 3 1905 3 10 教界時事 仏教報国団 53
4 3 1905 3 10 教界時事 女子清韓語学会 53
4 4 1905 4 10 本領 浄土宗伝道会の覚悟如何 1
4 4 1905 4 10 未来の観念 中島観琇 3
4 4 1905 4 10 仏の誕生を祝ふ 石塚龍学 9
4 4 1905 4 10 信機の基礎を論して所感を述ふ 黒雲生 11
4 4 1905 4 10 善悪仏魔両性の弁 蓮華宝印 14
4 4 1905 4 10 法句録 説法勇猛なれ/行は孜々赤児を学ぶ/孝順は至道の法/黙然

として法を説く
19

4 4 1905 4 10 阿弥陀仏に就て 孤峯 20
4 4 1905 4 10 文苑 和歌数首 21
4 4 1905 4 10 教界時事 伝道会員の活動 23
4 4 1905 4 10 教界時事 東洋女学校開校式 24
4 4 1905 4 10 教界時事 戦死者合祀大祭 24
4 4 1905 4 10 教界時事 軍人遺族救護義会 24
4 4 1905 4 10 教界時事 女子清韓語学講習所 24
4 4 1905 4 10 特別寄付報告・会費領収報告 ページなし赤紙
4 5 1905 5 10 会告 ページなし赤紙
4 5 1905 5 10 本領 伝道家の責任 1
4 5 1905 5 10 不殺と戦争 中島観琇 4
4 5 1905 5 10 歌嘆仏徳 芳翠生 10
4 5 1905 5 10 勇猛心 蓮池徳音 12
4 5 1905 5 10 宗教とは如何 不帰庵 15
4 5 1905 5 10 人格養成 香汀 18
4 5 1905 5 10 かきつばた（其一） 芳月生 22
4 6 1905 6 10 法話 疑心の得失 1
4 6 1905 6 10 信仰の対象 芝岳山人 9
4 6 1905 6 10 仏教の救 孤峯 11
4 6 1905 6 10 科学上より見たる霊魂論 幽翠生 14
4 6 1905 6 10 四季花 香汀 17
4 6 1905 6 10 仏の慈悲 不帰庵 20
4 6 1905 6 10 日本軍人の俘虜慰問 23
20 1 1907 1 1 二十年号発刊の辞 1



20 1 1907 1 1 劇詩 みちを 2
20 1 1907 1 1 新年訓 新年の用意 伊井智量 5
20 1 1907 1 1 新年訓 新年漫話 鈴木法琛 9
20 1 1907 1 1 新年訓 如来尊号甚分明 小蓮山衲 14
20 1 1907 1 1 新年訓 春風 弓波瑞明 18
20 1 1907 1 1 新年訓 奉仏者の年頭 八尋揚清 22
20 1 1907 1 1 求道訓 予が信仰上の過程 近角常観 24
20 1 1907 1 1 求道訓 不審と疑惑との同異弁 足利義山 36
20 1 1907 1 1 求道訓 求道 雲山龍珠 39
20 1 1907 1 1 求道訓 後世を知らぬは愚者 鈴木慶哉 42
20 1 1907 1 1 味道訓 弘願真宗 松島善海 48
20 1 1907 1 1 味道訓 報恩思想の価値 大沼善隆 51
20 1 1907 1 1 味道訓 安養浄土の快楽 瀬成世眼 53
20 1 1907 1 1 味道訓 他力信仰 曽我是一 56
20 1 1907 1 1 修養訓 愚痴にかへるの教え 前田慧雲 60
20 1 1907 1 1 修養訓 希望と世態 苅屋哲公 63
20 1 1907 1 1 修養訓 無題録 栖々道人 65
20 1 1907 1 1 修養訓 狺々録 牛ぬす人 69
20 1 1907 1 1 行化訓 如来の御代官 薗田宗恵 73
20 1 1907 1 1 布教の真精神 赤松連城 77
20 1 1907 1 1 広告 83
20 1 1907 1 1 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
20 2 1907 2 7 劇詩阿闍世（続き） みちを
20 2 1907 2 7 求道訓 富は果して幸福なるか 弓波瑞明 1
20 2 1907 2 7 求道訓 感謝録 富井南軒 8
20 2 1907 2 7 修養 親鸞聖人の厳粛主義 浜口恵璋 13
20 2 1907 2 7 修養 修養雑感 苅屋哲公 17
20 2 1907 2 7 修養 不平なる雇人よ 無隣堂老亀 20
20 2 1907 2 7 説話 如来大悲の恩徳 島地黙雷 22
20 2 1907 2 7 説話 他力信仰の妙味 鈴木慶哉 26
20 2 1907 2 7 講演 ラット博士の演説 33
20 2 1907 2 7 講演 大乗仏教実行者としての二宮尊徳翁（三） 佐藤厳英 37
20 2 1907 2 7 講演 万法唯心 斎藤聞精講述、ＳＨ生演義 40
20 2 1907 2 7 雑纂 琴洲随筆（三） 鈴木鱸生 44
20 2 1907 2 7 雑纂 宗教対倫理問題の解釈 佐々木宣正 48
20 2 1907 2 7 雑纂 現在安住の天地（人間問題解決の要点） 西谷順誓 51
20 2 1907 2 7 附録 安心決定鈔
20 3 1907 3 7 劇詩阿闍世（続き） みちを
20 3 1907 3 7 仏の十号 1
20 3 1907 3 7 信仰 仏は常に我等の前に在り 2
20 3 1907 3 7 信仰 我等は常に仏の御声を聞く 3
20 3 1907 3 7 信仰 親子の霊感 3
20 3 1907 3 7 信仰 彼此三業 5
20 3 1907 3 7 修養 信仰の活用 鈴木慶哉 6
20 3 1907 3 7 修養 親鸞聖人の厳粛主義（承前） 浜口恵璋 11
20 3 1907 3 7 講筵 人となる道 薗田宗恵 18
20 3 1907 3 7 講筵 嗚同情なるかな 弓波瑞明 23
20 3 1907 3 7 講筵 名体不二 曽我是一 27
20 3 1907 3 7 講筵 大乗仏教実行者としての二宮尊徳翁（四） 佐藤厳英 31
20 3 1907 3 7 家庭 耶輸陀羅姫の話 佐々木宣正 34
20 3 1907 3 7 家庭 宗教家庭と教育 蝸牛廬主人 40
20 3 1907 3 7 思潮 寺院と学校 43
20 3 1907 3 7 思潮 日本人は道徳的状態の改善を見ざれば平和戦の勝利覚束

なし
博士ラッド 44

20 3 1907 3 7 思潮 羊に就きて 大内青巒 45
20 3 1907 3 7 思潮 学校出身者処世の一大要訣 渋沢栄一 47
20 3 1907 3 7 思潮 社会的早老の予防法 新渡戸稲造 48
20 3 1907 3 7 思潮 幸と不幸 黒岩周六 48
20 3 1907 3 7 思潮 我国移民事業の現在と将来 厳本善治 50
20 3 1907 3 7 思潮 実業家は無学にて可也唯他人の学問を利用せよ 福沢桃助 52
20 3 1907 3 7 思潮 細君と台所 52
20 3 1907 3 7 寄書 光明界の人 穂積信乗 53
20 3 1907 3 7 寄書 文時郷の発心 酒井弄花 54
20 3 1907 3 7 附録 安心決定鈔 是山恵覚
20 4 1907 4 7 信仰 陽春四月 2
20 4 1907 4 7 信仰 いはく仏 3
20 4 1907 4 7 信仰 無限人 4
20 4 1907 4 7 信仰 無耳人 5
20 4 1907 4 7 修養 切実に求めよ 佐々木憲昭 6
20 4 1907 4 7 修養 琴洲随筆（四） 鈴木鱸生 9
20 4 1907 4 7 講莚 宗教とは何ぞ乎 前田慧雲 14
20 4 1907 4 7 講莚 死は人間の戯れなるか 弓波瑞明 19
20 4 1907 4 7 講莚 心の弁 大沼善隆 23
20 4 1907 4 7 講莚 万法唯心（前続） 斎藤聞精講述、ＳＨ生演義 26
20 4 1907 4 7 講莚 大乗仏教実行者としての二宮尊徳翁（五） 佐藤厳英 30
20 4 1907 4 7 詞藻 劇詩阿闍世（続き） 美智雄 34
20 4 1907 4 7 詞藻 春の磯 藻塩草 37
20 4 1907 4 7 詞藻 柳絮 つちぐも 37
20 4 1907 4 7 家庭 妻女の真情 脇谷撝謙 38
20 4 1907 4 7 家庭 復讐心に就て 杉白子 41
20 4 1907 4 7 思潮 婦人の心得 前田博士 45
20 4 1907 4 7 思潮 蜻蛉と胡蝶 毛利大草 47
20 4 1907 4 7 思潮 金儲けの秘訣 森村市左衛門 47
20 4 1907 4 7 思潮 狐憑の種類 井上円了 48
20 4 1907 4 7 思潮 男女学校の系統と之れに要する年月 49
20 4 1907 4 7 思潮 三従の説について 澤柳政太郎 50
20 4 1907 4 7 思潮 貸す人と借る人の心得 佐治実然 51
20 4 1907 4 7 思潮 社会衛生に就いて 遠山椿吉 52
20 4 1907 4 7 寄書 感化と信仰 梁瀬杏陰 55
20 4 1907 4 7 新刊紹介 57
20 4 1907 4 7 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
20 5 1907 5 7 菩提心を発す因縁 1
20 5 1907 5 7 信仰 瞬間 2
20 5 1907 5 7 信仰 清められたる生活 2
20 5 1907 5 7 信仰 驀直進前 3
20 5 1907 5 7 信仰 法悦三昧 4
20 5 1907 5 7 信仰 春老夏来 4
20 5 1907 5 7 信仰 五月雨 4
20 5 1907 5 7 信仰 四季の序 4
20 5 1907 5 7 講筵 本迹二門 赤松連城 7
20 5 1907 5 7 講筵 嗚偉なる哉釈尊 弓波瑞明 12
20 5 1907 5 7 講筵 一子の如く隣念す 西谷順誓 16
20 5 1907 5 7 講筵 霊魂の不滅 斎藤聞精 21
20 5 1907 5 7 修養 信界小話 浜口恵璋 28
20 5 1907 5 7 修養 修養偶感 無隣堂主人 32
20 5 1907 5 7 詞藻 感興集 堀江濃山 34
20 5 1907 5 7 詞藻 劇詩阿闍世 美智雄 35
20 5 1907 5 7 家庭 理想的家庭 苅屋哲公 40
20 5 1907 5 7 家庭 お嬢さま方へ 脇谷撝謙 42
20 5 1907 5 7 思潮 信仰と学問 前田慧雲 47
20 5 1907 5 7 思潮 汝の所謂如来はと問はれて 佐々木月樵 48
20 5 1907 5 7 思潮 医者から見たる宗教 高木兼寛 50
20 5 1907 5 7 思潮 耳で見膝で味ふ奇現象 53
20 5 1907 5 7 思潮 女子の談話術秘訣 下田歌子 54
20 5 1907 5 7 思潮 体育の方面より見たる日本婦人 寺田勇吉 55
20 5 1907 5 7 雑纂 宗教家と時代智識 曽我是一 56
20 5 1907 5 7 雑纂 琴洲随筆（五） 鈴木鱸生 59



20 5 1907 5 7 雑纂 予の白骨観 穂積信乗 62
20 5 1907 5 7 新刊紹介 63
20 5 1907 5 7 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
20 6 1907 6 7 信仰 先志紹述 3
20 6 1907 6 7 信仰 みどりの木陰 3
20 6 1907 6 7 信仰 非情の霊 5
20 6 1907 6 7 信仰 杜鵑一声 5
20 6 1907 6 7 信仰 仏陀は成道せり 6
20 6 1907 6 7 信仰 無謀なる企て 7
20 6 1907 6 7 信仰 赤裸なれ 7
20 6 1907 6 7 講筵 本生譚 薗田宗恵 9
20 6 1907 6 7 講筵 就人立信 鈴木法琛 12
20 6 1907 6 7 講筵 本尊としての聖徳太子 佐藤厳英 16
20 6 1907 6 7 講筵 如何に聞くべきか（其一） 曽我是一 19
20 6 1907 6 7 講筵 真宗の現世利益 鈴木慶哉 22
20 6 1907 6 7 修養 吾人は須らく現在の自己をしらざるべからず 脇谷撝謙 27
20 6 1907 6 7 修養 修養の基礎 西谷順誓 30
20 6 1907 6 7 詞藻 劇詩阿闍世（続き） 美智雄 33
20 6 1907 6 7 詞藻 降誕会祝歌 △△生 36
20 6 1907 6 7 家庭 面白き生活の本源 杉思樓 37
20 6 1907 6 7 家庭 家庭と経済 苅屋老亀 39
20 6 1907 6 7 思潮 ブース大将とトルストイ伯 43
20 6 1907 6 7 思潮 虚生の憂 前田慧雲 44
20 6 1907 6 7 思潮 東西両人種大相撲の興行地 新渡戸稲造 45
20 6 1907 6 7 思潮 女子の犯罪を構成する三大源因 花井卓蔵 47
20 6 1907 6 7 思潮 親鸞聖人の宗教改革 多田鼎 48
20 6 1907 6 7 思潮 医者から見たる宗教（二） 高木兼寛 50
20 6 1907 6 7 雑纂 仏陀の処世訓に就て 浜口恵璋 53
20 6 1907 6 7 新刊批評
20 6 1907 6 7 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
20 7 1907 7 7 信と願との力 1
20 7 1907 7 7 信仰 前念命終 2
20 7 1907 7 7 信仰 後念即生 2
20 7 1907 7 7 信仰 常楽の境 3
20 7 1907 7 7 信仰 黄塵万丈 3
20 7 1907 7 7 信仰 流るゝ汗 4
20 7 1907 7 7 信仰 光 6
20 7 1907 7 7 講筵 自然法爾 近角常観 7
20 7 1907 7 7 講筵 本尊としての聖徳太子（二） 佐藤厳英 13
20 7 1907 7 7 講筵 云何に聞くべきか（其二） 曽我是一 16
20 7 1907 7 7 講筵 霊魂の不滅 斎藤聞精講述、ＳＨ生演義 19
20 7 1907 7 7 修養 苟も為にするところがあってはならぬ 脇谷撝謙 26
20 7 1907 7 7 修養 此空談非実際 佐々木宣正 28
20 7 1907 7 7 詞藻 劇詩阿闍世 美智雄 32
20 7 1907 7 7 家庭 夫婦の愛 富井南軒 37
20 7 1907 7 7 家庭 信順童女 弧眠 40
20 7 1907 7 7 家庭 家庭と快楽 老亀 43
20 7 1907 7 7 思潮 短期の治療 前田慧雲 46
20 7 1907 7 7 思潮 清沢先生の「扇之自誡」 佐々木月樵 48
20 7 1907 7 7 思潮 快活 51
20 7 1907 7 7 思潮 演説家の秘訣 加藤咄堂 52
20 7 1907 7 7 思潮 事業を大成するに就ての四個の要点 渋沢栄一 53
20 7 1907 7 7 新刊紹介 54
20 7 1907 7 7 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
20 8 1907 8 7 七発心菩提 1
20 8 1907 8 7 信仰 夏の西山と東山 2
20 8 1907 8 7 信仰 操守と和徳 3
20 8 1907 8 7 信仰 世俗の愚者と信界の賢者 6
20 8 1907 8 7 信仰 知識を悪用する勿れ 6
20 8 1907 8 7 信仰 学問上の智と宗教上の智 7
20 8 1907 8 7 講筵 自然法爾（続前） 近角常観 8
20 8 1907 8 7 講筵 衛生と仏教 林嶺信 12
20 8 1907 8 7 講筵 本尊としての聖徳太子（続） 佐藤厳英 16
20 8 1907 8 7 修養 不平なき人生 杉紫朗 23
20 8 1907 8 7 修養 宗教的消夏法と衛生 西谷順誓 29
20 8 1907 8 7 詞藻 夏の虫 美智雄 34
20 8 1907 8 7 詞藻 青風帖 隴圃 37
20 8 1907 8 7 詞藻 夏扇 美智雄 38
20 8 1907 8 7 家庭 おもひやり 花田凌雲 39
20 8 1907 8 7 家庭 家庭雑感 富井南軒 42
20 8 1907 8 7 思潮 求道の精神 前田博士 44
20 8 1907 8 7 思潮 演説美論 咄堂居士 45
20 8 1907 8 7 思潮 読経と長寿の関係 遠山椿吉 47
20 8 1907 8 7 思潮 宗教を信ぜる婦人は何処にかしっかりとした所があります 日野西伯婦人 48
20 8 1907 8 7 思潮 処世の本領 無慚叟狂介 49
20 8 1907 8 7 雑纂 精神一つにあり 穂積信乗 52
20 8 1907 8 7 雑纂 絶壁の葛藤 浜口恵璋 53
20 8 1907 8 7 雑纂 愛と秘密 鈴木慶哉 55
20 8 1907 8 7 新刊紹介 59
20 8 1907 8 7 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
20 9 1907 9 7 実如宗主御消息 1
20 9 1907 9 7 信仰 光明世界 2
20 9 1907 9 7 講筵 老の身 弓波瑞明 8
20 9 1907 9 7 講筵 仏陀の果徳 斎藤聞精講述、ＳＨ生演義 12
20 9 1907 9 7 講筵 効果ある宗教々育 西谷順誓 18
20 9 1907 9 7 講筵 往相の廻向 荻生瑞智 22
20 9 1907 9 7 修養 電光朝露 苅屋哲公 28
20 9 1907 9 7 詞藻 仰臥乱吟 梅原隴吟 36
20 9 1907 9 7 詞藻 微笑む日 黒瀬黄葩 37
20 9 1907 9 7 家庭 家のかざり 衆甫 38
20 9 1907 9 7 家庭 御婦人方へ 脇谷撝謙 40
20 9 1907 9 7 思潮 信は生命也 44
20 9 1907 9 7 思潮 総店員禁酒の動機 小林富次郎 46
20 9 1907 9 7 思潮 疾病の原因 茂木蔵之助 47
20 9 1907 9 7 思潮 良人待遇法 日向欽子 48
20 9 1907 9 7 思潮 感服せざる人 50
20 9 1907 9 7 雑纂 忘己録 櫪堂 52
20 9 1907 9 7 雑纂 児童に対しての試問 佐々木宣正 54
20 9 1907 9 7 雑纂 宇治の里 老亀 57
20 9 1907 9 7 新刊紹介 59
20 9 1907 9 7 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
20 10 1907 10 7 広告 広告数件　〔御戸帳打敷類ハ…／仏教講話／寒山詩新釈〕 片山法衣店　同洋服店／山中

孝之助／鶏声堂書店／大樹堂
表紙裏

20 10 1907 10 7 目次 前附の四
20 10 1907 10 7 　 御直諭　（明治四十年九月二十四日鴻之間に於て） 巻頭
20 10 1907 10 7 信仰 諸法は忘念に於て差別あり 1
20 10 1907 10 7 信仰 死仏教 3
20 10 1907 10 7 信仰 活仏教 4
20 10 1907 10 7 信仰 信仰は他を顧みる勿れ 5
20 10 1907 10 7 信仰 教運の死活を憂へんより寧ろ信仰の存亡を憂へよ 7
20 10 1907 10 7 〔たゝ二心なく仏智の不思議をたのみ…〕 7 （顕名鈔）
20 10 1907 10 7 講筵 社会に於ける仏教の効果 赤松連城 8
20 10 1907 10 7 講筵 開山聖人の御客人　（坊守教誨） 弓波瑞明 12
20 10 1907 10 7 講筵 三宝供養に就て　（安居大衆供養席上） 熱田霊知 17
20 10 1907 10 7 講筵 努力主義 曽我是一 21
20 10 1907 10 7 処女時代に満足を与ふるの害 杉山源作氏 24 『女学世界』
20 10 1907 10 7 修養 忘己録 高木櫪堂 25 目次では「忘已録」と誤植。



20 10 1907 10 7 修養 求むる所なければ平安なり 苅屋哲公 27
20 10 1907 10 7 煩悶を慰藉する丈けが宗教と思ふべからず 海老名弾正氏 29 『学世タイムス』
20 10 1907 10 7 小説 罪 罪の子 30
20 10 1907 10 7 家庭 妻のつとめ 花の舎 34
20 10 1907 10 7 家庭 金剛女 孤眠 39 巻末に（以上『賢愚経』第二。『撰者百縁経』第八。『雑宝蔵

経』第二等の意によりて書き綴りぬ。八月下旬）
20 10 1907 10 7 一切は心に依りて得るなり 44 （海龍王経）
20 10 1907 10 7 思潮 感応道交　『警世新報』 前田博士談 45 　
20 10 1907 10 7 思潮 涅槃の霊境　『求道』 近角常観氏 48 　
20 10 1907 10 7 思潮 彼岸の意味　『六大新報』 南条博士 50
20 10 1907 10 7 思潮 人格に就て　『三宝叢誌』 加藤拙堂氏 50
20 10 1907 10 7 思潮 楽天的生活の第一障害は不正直　『実業之日本』 小野金六氏 53
20 10 1907 10 7 樹香院の持言 香樹院徳竜 54
20 10 1907 10 7 雑纂 希有人 佐々木宣正 55
20 10 1907 10 7 雑纂 智勇仁 鈴木慶哉 57
20 10 1907 10 7 雑纂 新刊紹介　〔紫風全集／仏教講話〕 記者 59
20 10 1907 10 7 信仰界領収報告 60
20 10 1907 10 7 付録 安心決定鈔講話 司教　是山恵覚 本文は確認できず　（大阪府立中之島図書館蔵分）
20 11 1907 11 7 宗主御消息 1
20 11 1907 11 7 信仰 恩海の游泳 2
20 11 1907 11 7 信仰 深秋清高の天地 5
20 11 1907 11 7 信仰 生仏二界の交通 7
20 11 1907 11 7 信仰 余裕なき人生余裕ある人生 7
20 11 1907 11 7 講筵 陰の勤め 弓波瑞明 9
20 11 1907 11 7 講筵 社会に於ける仏教の効果 赤松連城 14
20 11 1907 11 7 講筵 処世の要訣 雲山龍珠 17
20 11 1907 11 7 講筵 真の依憑 北條蓮慧 21
20 11 1907 11 7 修養 霊的生活 富井南軒 25
20 11 1907 11 7 修養 忘己録 櫪堂 27
20 11 1907 11 7 小説 少年団 美智雄 32
20 11 1907 11 7 家庭 御婦人方へ 脇谷撝謙 38
20 11 1907 11 7 家庭 男子と貞操 杉白宇 42
20 11 1907 11 7 思潮 青年と読書 前田博士 45
20 11 1907 11 7 思潮 仏前の読経 47
20 11 1907 11 7 思潮 嗚呼色読体達の勇者 鳳渓 49
20 11 1907 11 7 思潮 虚往実帰 南條博士 51
20 11 1907 11 7 雑纂 人生に於ける大歓喜 曽我是一 54
20 11 1907 11 7 雑纂 希有人（二） 佐々木宣正 57
20 11 1907 11 7 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
20 12 1907 12 7 宗主御消息 1
20 12 1907 12 7 信仰 無碍の一道 2
20 12 1907 12 7 講筵 灯台もと暗し 弓波瑞明 6
20 12 1907 12 7 講筵 六方礼経に於ける博奕の害毒 吉留義憲 12
20 12 1907 12 7 講筵 処世の要訣（続き） 雲山龍珠 16
20 12 1907 12 7 修養 精力（上） 苅屋哲公 20
20 12 1907 12 7 修養 忘己録 櫪堂 24
20 12 1907 12 7 家庭 富める家庭 東中子 28
20 12 1907 12 7 家庭 家庭は窮屈なるべからず 脇谷最沂 31
20 12 1907 12 7 思潮 進一歩 前田博士 34
20 12 1907 12 7 思潮 宗教々育の実行方法 谷本博士 36
20 12 1907 12 7 思潮 信仰問題の枢軸 近角常観 37
20 12 1907 12 7 思潮 ほこり 39
20 12 1907 12 7 思潮 日本国民教としての忠孝宗 井上円了 39
20 12 1907 12 7 思潮 良友撰択の三大基準 戸水寛人 40
20 12 1907 12 7 雑纂 大安慰 鈴木慶哉 41
20 12 1907 12 7 雑纂 優曇華の迷信 土川浄円 46
20 12 1907 12 7 附録 安心決定鈔講話 是山恵覚
21 1 1908 1 1 信仰 迎新の辞 1
21 1 1908 1 1 信仰 帰去来 2
21 1 1908 1 1 信仰 たからのみくに 2
21 1 1908 1 1 信仰 悠々たる吾が生 3
21 1 1908 1 1 信仰 葦間の月 3
21 1 1908 1 1 信仰 如来に来れ 3
21 1 1908 1 1 信仰 まことのあはれみ 4
21 1 1908 1 1 信仰 濡れたるものゝ干るは日の力也 4
21 1 1908 1 1 信仰 死生一如 5
21 1 1908 1 1 講筵 儒仏の関係 赤松連城 6
21 1 1908 1 1 講筵 生仏二者の関係 前田慧雲 10
21 1 1908 1 1 講筵 農村青年会年頭講話 佐藤厳英 15
21 1 1908 1 1 修養 念仏者の上に実現せる宗教と倫理 薗田宗恵 18
21 1 1908 1 1 修養 一序六縁 鈴木法琛 21
21 1 1908 1 1 修養 道味百話（其一） 弓波瑞明 24
21 1 1908 1 1 譚叢 信仰の人クナーラ太子 佐々木宣正 28
21 1 1908 1 1 譚叢 綾ちやんの元日 美智雄 36
21 1 1908 1 1 古徳法話 自力安心の機に対する法話 芳淑院履善 39
21 1 1908 1 1 家庭 新教育の婦人観 谷本富 44
21 1 1908 1 1 家庭 家庭の教育 苅屋哲公 50
21 1 1908 1 1 家庭 佳節に遇ひての思ひ出 脇谷撝謙 53
21 1 1908 1 1 雑纂 新春の霊感 浜口恵璋 56
21 1 1908 1 1 雑纂 新年何故に芽出度か 鈴木慶哉 58
21 1 1908 1 1 雑纂 信仰清話 曽我是一 60
21 1 1908 1 1 附編 猿の巻 編輯員
21 2 1908 2 7 信仰 一歩 1
21 2 1908 2 7 信仰 日々新 1
21 2 1908 2 7 信仰 古今変 2
21 2 1908 2 7 信仰 初昔今 2
21 2 1908 2 7 信仰 唯信心 2
21 2 1908 2 7 信仰 虚空如 3
21 2 1908 2 7 信仰 光明界 3
21 2 1908 2 7 信仰 如来団 3
21 2 1908 2 7 信仰 一子観 4
21 2 1908 2 7 信仰 春洋々 4
21 2 1908 2 7 信仰 一陽来復 4
21 2 1908 2 7 信仰 南無阿弥陀仏 5
21 2 1908 2 7 信仰 一輪の白梅 5
21 2 1908 2 7 信仰 白雲暟々 5
21 2 1908 2 7 信仰 不断の摂取 6
21 2 1908 2 7 信仰 御恩なり 6
21 2 1908 2 7 講筵 六波羅密 鈴木法琛 7
21 2 1908 2 7 講筵 儒仏の関係（承前） 赤松連城 12
21 2 1908 2 7 講筵 農村青年会年頭講話（承前） 佐藤厳英 17
21 2 1908 2 7 講筵 心の要塞 弓波瑞明 21
21 2 1908 2 7 講筵 不都合なことをする時のよう心にて良きことをせよ 脇谷撝謙 25
21 2 1908 2 7 講筵 忘己録 高木櫪堂 28
21 2 1908 2 7 講筵 自己中心 清原秀恵 30
21 2 1908 2 7 家庭 死刑囚人の帰仏 花田衆甫 34
21 2 1908 2 7 家庭 新仏教の婦人観（つづき） 谷本富 43
21 2 1908 2 7 思潮 勤倹の実行 前田博士 48
21 2 1908 2 7 思潮 教権と実験とを超絶したる信念 記者 49
21 2 1908 2 7 思潮 親鸞聖人の偉大なる所以 近角常観 52
21 2 1908 2 7 雑纂 処世偶感 苅屋哲公 56
21 2 1908 2 7 附編 安心決定鈔講話 是山恵覚
21 3 1908 3 7 信仰 信と行 1
21 3 1908 3 7 信仰 他力回向の信 4
21 3 1908 3 7 信仰 報恩謝徳の行 5
21 3 1908 3 7 講筵 彼岸に就て 弓波瑞明 6
21 3 1908 3 7 講筵 儒仏の関係（承前） 赤松連城 10



21 3 1908 3 7 講筵 信後の行儀に就て（上） 雲山龍珠 18
21 3 1908 3 7 修養 あしもとを見よ 花田凌雲 24
21 3 1908 3 7 修養 忘己録 高木櫪堂 27
21 3 1908 3 7 思潮 世界文明国の三大難 大隈重信 29
21 3 1908 3 7 思潮 宗教の必要 前田博士 30
21 3 1908 3 7 思潮 信仰と実験 記者 33
21 3 1908 3 7 思潮 主人の娯楽に注文あり 橋棚絢子 34
21 3 1908 3 7 蒐録 自然法爾章を読む（一） 浜口恵璋 35
21 3 1908 3 7 蒐録 東西雑話 曽我是一 39
21 3 1908 3 7 蒐録 瀧原田鶴子の書翰 日下氏寄 42
21 3 1908 3 7 談叢 猪と虎との争闘 松軒、南甫共訳 48
21 3 1908 3 7 家庭 進歩 富井南軒 51
21 3 1908 3 7 家庭 御婦人方へ 脇谷撝謙 55
21 3 1908 3 7 附編 安心決定鈔講話 是山恵覚
21 4 1908 4 7 信仰 御遠忌を迎ふ 1
21 4 1908 4 7 講筵 大谷本廟の御遠忌に就て 弓波瑞明 6
21 4 1908 4 7 講筵 厭離忻求 赤松連城 22
21 4 1908 4 7 講筵 信後の行儀（下） 雲山龍珠 26
21 4 1908 4 7 修養 信仰に由る修養 富井隆信 31
21 4 1908 4 7 修養 自己中心（前々号のつづき） 清原秀恵 34
21 4 1908 4 7 思潮 会堂なき宗教 佐々木月樵 37
21 4 1908 4 7 思潮 今日一日 片山医学博士 39
21 4 1908 4 7 思潮 其境に遊べ 前田文学博士 40
21 4 1908 4 7 蒐録 自然法爾章を読む（二） 浜口恵璋 43
21 4 1908 4 7 蒐録 吾人は須らく定の人たらざるべからず 西谷順誓 47
21 4 1908 4 7 蒐録 まことの友 鈴木慶哉 以後ページ欠

落
21 4 1908 4 7 譚叢 餓狼の入定 松軒、南甫共訳
21 4 1908 4 7 附編 安心決定鈔講話 是山恵覚
21 5 1908 5 7 御直諭 1
21 5 1908 5 7 信仰 法悦は自然なり 2
21 5 1908 5 7 信仰 如来の恩寵 4
21 5 1908 5 7 信仰 権利利己上の権利 5
21 5 1908 5 7 講筵 厭離忻求（つづき） 赤松連城 7
21 5 1908 5 7 講筵 一乗真実の利益 是山恵覚 10
21 5 1908 5 7 講筵 農村青年会講話（二号につづく） 佐藤厳英 13
21 5 1908 5 7 講筵 悲喜の二縁 〔鈴〕木慶哉 18
21 5 1908 5 7 修養 私の法味愛楽 脇谷撝謙 22
21 5 1908 5 7 修養 忘己録 櫪堂 25
21 5 1908 5 7 修養 当惑の予防 苅屋哲公 26
21 5 1908 5 7 思潮 功名の手と信心の手 前田博士 29
21 5 1908 5 7 思潮 天地と我と一体也 嶋地黙雷 33
21 5 1908 5 7 思潮 禅の三大要と禅味の誤解 宮地宗海 36
21 5 1908 5 7 蒐録 思ひつき（一） 老亀 38
21 5 1908 5 7 蒐録 信仰佳話 蒔田楚雲 41
21 5 1908 5 7 蒐録 東西百話 曽我是一 43
21 5 1908 5 7 家庭 家庭の幸福は何によりて得らるゝか 櫪堂 46
21 5 1908 5 7 家庭 食時の談話 清原秀恵 50
21 5 1908 5 7 談叢 野牛の両舌 松軒、南甫共訳 53
21 5 1908 5 7 談叢 難陀の出家物語 佐々木宣正 56
21 5 1908 5 7 新刊紹介 58
21 5 1908 5 7 附編 安心決定鈔講話
21 6 1908 6 7 信仰 虚偽は人に在り 1
21 6 1908 6 7 信仰 絶対の批判 1
21 6 1908 6 7 信仰 信者の行儀 2
21 6 1908 6 7 講筵 心の衣食住（其一） 弓波瑞明 4
21 6 1908 6 7 講筵 一乗真実の利益（前号のつづき） 是山恵覚 8
21 6 1908 6 7 講筵 如来は我等の力用（「自然法爾草を読む」その三） 浜口恵璋 13
21 6 1908 6 7 修養 宗教的自覚の血潮をして吾人の全生涯に流さしめよ 西谷順誓 17
21 6 1908 6 7 修養 忘己録 櫪堂 21
21 6 1908 6 7 修養 よく申さるゝの修養上の三則 清原秀恵 23
21 6 1908 6 7 思潮 内より湧出せしめよ 前田博士 27
21 6 1908 6 7 思潮 信と成功 近角常観 29
21 6 1908 6 7 思潮 偉大なる凡人 曽我量深 31
21 6 1908 6 7 思潮 殺生戒と経済の原理 河上肇 33
21 6 1908 6 7 家庭 一番大切な仕事は何でせうか 衆甫 34
21 6 1908 6 7 家庭 地獄の使者、観音の化身 佐々木宣正 37
21 6 1908 6 7 家庭 如何なるが家庭の趣味であらうか 脇谷撝謙 41
21 6 1908 6 7 談叢 難陀の出家（続き） 素人 44
21 6 1908 6 7 蒐録 人道の上の生存競争 苅屋哲公 47
21 6 1908 6 7 蒐録 北海道開教談 名和淵海 49
21 6 1908 6 7 附編 安心決定鈔講話 是山恵覚
21 7 1908 7 7 信仰 夏の感謝 1
21 7 1908 7 7 信仰 我が霊よ 3
21 7 1908 7 7 信仰 自力計度 3
21 7 1908 7 7 信仰 不断の嗜み 6
21 7 1908 7 7 講筵 故勧学我聞師の人格に於て 赤松連城 7
21 7 1908 7 7 講筵 一乗真実の利益（完） 是山恵覚 12
21 7 1908 7 7 講筵 大道の光闡（自然法爾を読むその四） 浜口恵璋 16
21 7 1908 7 7 講筵 己を忘れよ 曽我是一 20
21 7 1908 7 7 修養 経済と修養 脇谷撝謙 24
21 7 1908 7 7 修養 紀律 苅屋哲公 27
21 7 1908 7 7 修養 よく人の申さるゝの修養上の三則（承前） 清原秀恵 29
21 7 1908 7 7 思潮 修養と読み物 前田博士 32
21 7 1908 7 7 思潮 現実の悲哀 34
21 7 1908 7 7 思潮 学問上から宗教を見るの見当違ひ 新渡戸稲造 36
21 7 1908 7 7 思潮 宗教心と常住の快楽 渡辺国武 37
21 7 1908 7 7 思潮 宗教的偉人と死苦 如々道人 38
21 7 1908 7 7 思潮 奇蹟を一概に排し去るべからず 松村介石 38
21 7 1908 7 7 思潮 陽明学とトルストイズム 三宅文学博士 40
21 7 1908 7 7 家庭 夏のわが家 鸒鳩 41
21 7 1908 7 7 家庭 真宗寺院の家庭 素人 44
21 7 1908 7 7 談叢 九色鹿の話 白宇 48
21 7 1908 7 7 談叢 禅僧との問答 51
21 7 1908 7 7 蒐録 滑稽なる不平 莫妄想菴 51
21 7 1908 7 7 蒐録 東西百話 曽我是一 54
21 8 1908 8 7 信仰 暑に勝つべし 1
21 8 1908 8 7 講筵 心の衣食住（其二） 弓波瑞明 5
21 8 1908 8 7 講筵 大道の光闡（自然法爾を読むその五） 浜口恵璋 9
21 8 1908 8 7 講筵 修養の着実なる方法 鈴木慶哉 12
21 8 1908 8 7 講筵 日本婦人の美徳 曽我是一 16
21 8 1908 8 7 修養 手近なる心得の一二 花田衆甫 20
21 8 1908 8 7 修養 忘己録 櫪堂 23
21 8 1908 8 7 遺芳 赤尾の道宗二十條のいましめ 27
21 8 1908 8 7 思潮 勅語と道徳 大内青巒居士 30
21 8 1908 8 7 思潮 宗教は橋の欄干 暁鳥敏 36
21 8 1908 8 7 思潮 宗教を信ぜる実業家と信ぜざる実業家の相違 河瀬秀治 37
21 8 1908 8 7 思潮 信楽 近角常観 37
21 8 1908 8 7 思潮 信仰即ち仏性なり 前田博士 39
21 8 1908 8 7 思潮 偉大なる凡人 多田鼎 40
21 8 1908 8 7 思潮 余が処世上の安心法 小野金六 42
21 8 1908 8 7 思潮 逆境の恩寵 宝池恵見 42
21 8 1908 8 7 家庭 家庭の一日 脇谷撝謙 44
21 8 1908 8 7 家庭 娑婆である 杉白子 49
21 8 1908 8 7 談叢 獅子と虎と野牛 孤眠 53
21 8 1908 8 7 蒐録 謡曲大原御幸 花里爺 55
21 8 1908 8 7 蒐録 婦人と宗教 酒井弄花生 57



21 9 1908 9 7 信仰 秋の教訓 1
21 9 1908 9 7 信仰 一遍上人の念仏和讃 2
21 9 1908 9 7 講筵 仏教向上主義 名和淵海 4
21 9 1908 9 7 講筵 獲得名号（自然法爾章を読むその六） 浜口恵璋 10
21 9 1908 9 7 講筵 真宗法義のしをり 無慚叟狂介 15
21 9 1908 9 7 修養 忘己録 櫪堂 19
21 9 1908 9 7 修養 本典に御引用せられたる涅槃経 脇谷撝謙 21
21 9 1908 9 7 家庭 思ひつき（二） 老亀 25
21 9 1908 9 7 家庭 誤れる俗諺 珠峰 27
21 9 1908 9 7 家庭 我家庭 鷹水亭 29
21 9 1908 9 7 蒐録 死に対する観念 鈴木慶哉 32
21 9 1908 9 7 蒐録 純他力教 曽我是一 36
21 9 1908 9 7 思潮 知恩報徳 前田博士 39
21 9 1908 9 7 思潮 腹の大きい人 暁鳥敏 41
21 9 1908 9 7 思潮 精神的治療法 足立栗園 43
21 9 1908 9 7 思潮 己に克つ力 加藤咄堂 47
21 9 1908 9 7 附録 報恩講式表白文の法話 是山恵覚
21 10 1908 10 7 信仰 或一種の求道者に告ぐ 1
21 10 1908 10 7 講筵 仏教々義の二大系統 雲山龍珠 5
21 10 1908 10 7 講筵 真宗法義のしをり（承前） 無慚叟狂介 10
21 10 1908 10 7 講筵 生死問題の解決 苅屋哲公 15
21 10 1908 10 7 講筵 自然法爾（『自然法爾章を読む』その七） 浜口恵璋 17
21 10 1908 10 7 修養 修養の極致 西谷順誓 22
21 10 1908 10 7 修養 忘己録 櫪堂 26
21 10 1908 10 7 家庭 勤行 脇谷撝謙 28
21 10 1908 10 7 家庭 乳児の宗教々育 杉紫朗 30
21 10 1908 10 7 蒐録 小心大胆 鈴木慶哉 36
21 10 1908 10 7 蒐録 思ひつき（三） 老亀 39
21 10 1908 10 7 談叢 慈悲の宝珠 白宇 43
21 10 1908 10 7 思潮 人生唯如来を信ぜよ 45
21 10 1908 10 7 思潮 信仰 加藤咄堂 47
21 10 1908 10 7 思潮 心の独立 前田博士 49
21 10 1908 10 7 思潮 信仰より見たる世界の二大思想 近角常観 51
21 10 1908 10 7 思潮 仏耶両教の共通的真理 高楠文学博士 54
21 10 1908 10 7 新刊紹介 55
21 10 1908 10 7 附録 報恩講式表白文の法話 是山恵覚
21 11 1908 11 7 詔勅 ページ欠落
21 11 1908 11 7 直諭 同上
21 11 1908 11 7 直諭拝誦 藤島了穏 3
21 11 1908 11 7 講筵 盲目蛇に怖ぢず 弓波瑞明 7
21 11 1908 11 7 講筵 人物は国家の花 曽我是一 10
21 11 1908 11 7 講筵 自然法爾（『自然法爾章を読む』その八） 浜口恵璋 14
21 11 1908 11 7 講筵 真宗の社会的効果 佐々木宣正 18
21 11 1908 11 7 修養 あしもとをみねばふみかぶるべきなり 杉紫明 23
21 11 1908 11 7 修養 忘己録 櫪堂 26
21 11 1908 11 7 家庭 育児 富井南軒 28
21 11 1908 11 7 家庭 姑と嫁 清原秀恵 30
21 11 1908 11 7 家庭 あやまれる心得の一つ 花田衆甫 34
21 11 1908 11 7 談叢 忍辱仙人 松軒、南甫共訳 37
21 11 1908 11 7 蒐録 現在を楽め 鈴木慶哉 40
21 11 1908 11 7 蒐録 改正監獄法に就て 井上海松 42
21 11 1908 11 7 思潮 如来を信ぜずしては人生何事も成るものなし 47
21 11 1908 11 7 思潮 明治年間の宗教界 高楠博士 48
21 11 1908 11 7 思潮 非宝石同盟 楚人冠 49
21 11 1908 11 7 思潮 三拍子揃はねば世帯が持てぬ 松尾清香 51
21 11 1908 11 7 思潮 信仰の植付けは子供の時に限る 石黒忠悳 52
21 11 1908 11 7 思潮 貞操論 54
21 12 1908 12 7 冬天の訓戒 1
21 12 1908 12 7 講筵 拝詔感話 赤松連城 4
21 12 1908 12 7 講筵 宗教は人生最大の余裕なり 西谷順誓 7
21 12 1908 12 7 講筵 大詔を拝して 雲山龍珠 12
21 12 1908 12 7 講筵 影向の御席 曽我是一 22
21 12 1908 12 7 修養 吾々は日々何を為しつゝあるか 清原秀恵 24
21 12 1908 12 7 修養 忘己録 櫪堂 27
21 12 1908 12 7 家庭 家庭の慰安 杉紫朗 31
21 12 1908 12 7 家庭 冬の夜の暖き団欒 はなのや 33
21 12 1908 12 7 雑纂 随感録 鈴木慶哉 35
21 12 1908 12 7 雑纂 偶感二束 霞堂 39
21 12 1908 12 7 雑纂 新感七則 征我道人 42
21 12 1908 12 7 思潮 仏教の真面目 前田博士 46
21 12 1908 12 7 思潮 念仏為本と信心為本 近角常観 48
21 12 1908 12 7 思潮 村で坊さんの必要な訳 新渡戸博士 51
21 12 1908 12 7 思潮 謝恩心の欠乏 福井彦次郎 52
21 12 1908 12 7 思潮 酒害と婦人の責任 片山国嘉 55
21 12 1908 12 7 思潮 廃物利用の教訓 高島平三 57
21 12 1908 12 7 附録 報恩講式表白文の法話 是山恵覚
22 1 1909 1 7 天下和順日月清明 1
22 1 1909 1 7 講筵 光輝ある国史 鈴木法琛 3
22 1 1909 1 7 講筵 大悲の願船 是山恵覚 8
22 1 1909 1 7 講筵 二河白道 弓波瑞明 11
22 1 1909 1 7 講筵 真俗二諦 雲山龍珠 14
22 1 1909 1 7 講筵 日本仏教の新抱負 八淵蟠龍 18
22 1 1909 1 7 修養 余が受けたる最近の教訓 森川智徳 26
22 1 1909 1 7 修養 時間のたしなみ 日下大癡 29
22 1 1909 1 7 修養 忘己録 櫪堂 32
22 1 1909 1 7 修養 吾は凡夫である 杉紫朗 34
22 1 1909 1 7 修養 節制（十二徳の一） 苅屋哲公 37
22 1 1909 1 7 詞藻 讃仰 黒瀬厚波 40
22 1 1909 1 7 詞藻 梅 僧隴人 41
22 1 1909 1 7 詞藻 謎 藤下玲瓏 42
22 1 1909 1 7 蒐録 実業家と宗教 曽我是一 43
22 1 1909 1 7 蒐録 随感録（二） 琴洲道人 48
22 1 1909 1 7 蒐録 法益三ヶ條 菅田了海 52
22 1 1909 1 7 思潮 毎日この言を思へ 前田博士 57
22 1 1909 1 7 思潮 人格と品性 江原素六 58
22 1 1909 1 7 思潮 二重の人生観 島地大等 60
22 1 1909 1 7 思潮 一円の酒代を利用して得た家庭の幸福 某婦人の談話 63
22 1 1909 1 7 思潮 仏壇や神棚なき家庭の子を周旋するな 宮川鉄次郎 64
22 1 1909 1 7 附録
22 2 1909 2 7 御直諭 1
22 2 1909 2 7 雪の感興 3
22 2 1909 2 7 講筵 無碍の一道 是山恵覚 6
22 2 1909 2 7 講筵 光輝ある国史（つづき） 鈴木法琛 12
22 2 1909 2 7 講筵 真俗二諦（つづく） 雲山龍珠 18
22 2 1909 2 7 修養 清潔（十二徳の二） 苅屋哲公 24
22 2 1909 2 7 修養 時間のたしなみ（続） 日下大癡 27
22 2 1909 2 7 家庭 児童の教育 富井南軒 31
22 2 1909 2 7 家庭 今日一日の平和をよろこべ 清原秀恵 37
22 2 1909 2 7 詞藻 讃仰 黒瀬厚波 40
22 2 1909 2 7 詞藻 小品三編 梅原隴圃 41
22 2 1909 2 7 詞藻 謎 藤下玲瓏 42
22 2 1909 2 7 蒐録 明如上人芳績二三 西谷順誓 43
22 2 1909 2 7 蒐録 改過美譚 蒔田楚雲 47
22 2 1909 2 7 蒐録 年末旅行 最泝生 49
22 2 1909 2 7 思潮 日常の四訓 新渡戸稲造 55
22 2 1909 2 7 思潮 人道とは何ぞや 村上専精 57
22 2 1909 2 7 思潮 倫理も宗教も皆真心の産物 北村教厳 58



22 2 1909 2 7 思潮 破格なる廻向 近角常観 59
22 2 1909 2 7 思潮 信仰の喜と大悲の涙 姉崎正治 60
22 2 1909 2 7 新刊紹介 62
22 2 1909 2 7 附録 報恩講式表白文の法話 是山恵覚
22 3 1909 3 7 地獄極楽と信仰 1
22 3 1909 3 7 講筵 明如上人を憶ふ（其一） 弓波瑞明 6
22 3 1909 3 7 講筵 仏教の栞 名和淵海 10
22 3 1909 3 7 講筵 慎終追遠 浜口恵璋 16
22 3 1909 3 7 講筵 弘法大師と真宗 佐藤厳英 20
22 3 1909 3 7 修養 不の一字 清原秀恵 25
22 3 1909 3 7 修養 忘己録 櫪堂 28
22 3 1909 3 7 修養 勤労（十二徳の三） 苅屋哲公 30
22 3 1909 3 7 家庭 児童の教育（承前） 富井南軒 33
22 3 1909 3 7 家庭 家庭三則 杉紫朗 37
22 3 1909 3 7 詞藻 わがゆくえ 黒瀬厚波 40
22 3 1909 3 7 蒐録 明如上人の芳績（其二） 西谷順誓 43
22 3 1909 3 7 蒐録 含遠樓独語 中井玄道 47
22 3 1909 3 7 思潮 村と寺 大隈重信 51
22 3 1909 3 7 思潮 事の成否は人格にあり 深作安文 54
22 3 1909 3 7 思潮 女の一人前 羽仁もと子 55
22 3 1909 3 7 思潮 道徳と禁戒 井上哲次郎 55
22 3 1909 3 7 思潮 心配は何うしたら無くなるか 前田不二 56
22 3 1909 3 7 思潮 精神生活の影ひなた 58
22 3 1909 3 7 思潮 無常なるが故に奮発心が起る 常盤文学士 59
22 3 1909 3 7 附録 報恩講式表白文の法話 是山恵覚
22 4 1909 4 7 無常観と宗教 1
22 4 1909 4 7 動の偉大、静の偉大 5
22 4 1909 4 7 講筵 国民精神界の状態 佐藤厳英 7
22 4 1909 4 7 講筵 明如上人を憶ふ（其二） 弓波瑞明 12
22 4 1909 4 7 講筵 仏教の栞 名和淵海 17
22 4 1909 4 7 修養 忘己録 櫪堂 24
22 4 1909 4 7 修養 沈黙（十二徳の四） 苅屋哲公 27
22 4 1909 4 7 家庭 心の荘厳 曽我是一 31
22 4 1909 4 7 家庭 児童の徳育（承前） 富井南軒 35
22 4 1909 4 7 詞藻 明如上人の七回忌を迎へて 慈剣 40
22 4 1909 4 7 詞藻 劇曲鳩那羅王子 黒瀬厚波 42
22 4 1909 4 7 蒐録 明如上人の芳績の二三（つづき） 西谷順誓 45
22 4 1909 4 7 蒐録 嬉し愧し 鈴木慶哉 48
22 4 1909 4 7 思潮 恩を知るは徳の始め 中井玄道 51
22 4 1909 4 7 思潮 矛盾なき生活 宮田脩 52
22 4 1909 4 7 思潮 子孫に貽すべきもの 深作安文 53
22 4 1909 4 7 思潮 健全なる処世法 向軍活 53
22 4 1909 4 7 思潮 人格の土台は克己にあり 佐藤進 54
22 4 1909 4 7 思潮 日本婦人と信仰 山口秀高 55
22 4 1909 4 7 思潮 「如何に」といふ人「何故か」といふ人 佐々木月樵 55
22 5 1909 5 7 内面的省察と信仰 1
22 5 1909 5 7 講筵 他力信仰の権威 鈴木法琛 6
22 5 1909 5 7 講筵 向上の二大関門 雲山龍珠 8
22 5 1909 5 7 講筵 自然法爾（『自然法爾章』を読むその九） 浜口恵璋 13
22 5 1909 5 7 講筵 人生行路の鍵 湯次了栄 17
22 5 1909 5 7 講筵 三種の生命 岡崎尽蔵 18
22 5 1909 5 7 修養 社会的制裁の真価 脇谷撝謙 21
22 5 1909 5 7 修養 確志（十二徳の五） 苅屋哲公 23
22 5 1909 5 7 家庭 家庭の戒律 衆甫 26
22 5 1909 5 7 家庭 家の宝 清原秀恵 29
22 5 1909 5 7 詞藻 聖親鸞 隴圃 32
22 5 1909 5 7 詞藻 劇曲鳩那羅王子 厚波 33
22 5 1909 5 7 蒐録 随感録（三） 鈴木慶哉 36
22 5 1909 5 7 蒐録 ソロモンの裁判 中井玄道 39
22 5 1909 5 7 思潮 迂余曲折して漸く達す 前田慧雲 42
22 5 1909 5 7 思潮 教育家としての釈迦 和田鼎 43
22 5 1909 5 7 思潮 聞と思 44
22 5 1909 5 7 思潮 平生と臨終 和田龍造 45
22 5 1909 5 7 思潮 人間の価値と金銭 中島力造 45
22 5 1909 5 7 思潮 学校教育の欠陥 浮田和民 47
22 5 1909 5 7 思潮 釈尊の偉いところ 海老名弾正 48
22 5 1909 5 7 附録 報恩講式表白文の講話 是山恵覚
22 6 1909 6 7 信仰 本願力と信仰 1
22 6 1909 6 7 講筵 地獄極楽説一班（其一） 弓波瑞明 6
22 6 1909 6 7 講筵 吾聖人の化導 雲山龍珠 11
22 6 1909 6 7 講筵 吾祖の遺徳 是山得念 17
22 6 1909 6 7 講筵 仏教徒と守礼 酒井誠諦 19
22 6 1909 6 7 修養 趣味ある人生 清原秀恵 25
22 6 1909 6 7 修養 忘己録 高木櫪堂 28
22 6 1909 6 7 修養 温和（十二徳の六） 苅屋哲公 30
22 6 1909 6 7 家庭 家庭の修養 南軒 33
22 6 1909 6 7 家庭 転居 脇谷撝謙 35
22 6 1909 6 7 家庭 育児と講習 菅田了海 38
22 6 1909 6 7 詞藻 劇曲鳩那羅王子 黒瀬厚波 41
22 6 1909 6 7 雑纂 聖人の高風を偲ぶ 鈴木慶哉 43
22 6 1909 6 7 雑纂 サンピーツロの母 中井玄道 47
22 6 1909 6 7 雑纂 硯池の滴 牛歩山人 48
22 6 1909 6 7 思潮 信仰と美術 姉崎正治 52
22 6 1909 6 7 思潮 宗教は信の一字 釈宗演 53
22 6 1909 6 7 思潮 信仰の人は 「精神界」 54
22 6 1909 6 7 思潮 議す可からざる信界の風光 長沢諦遵 55
22 6 1909 6 7 思潮 宗教の生命 松本亦太郎 55
22 6 1909 6 7 思潮 人生問題の解決は青年に不可能なり 海老名弾正 56
22 6 1909 6 7 思潮 楽すぎる教育の弊 丸山通一 57
22 6 1909 6 7 思潮 勤動神聖の自覚 尾崎行雄 58
22 6 1909 6 7 思潮 かけひきごゝろ 楠秀丸 59
22 6 1909 6 7 新刊紹介 60
22 6 1909 6 7 附録 報恩講式表白文の講話 是山恵覚
22 7 1909 7 7 目次 表紙裏
22 7 1909 7 7 信仰 名号と信仰　〔一救済の標示／二六字のこゝろ／三救はるべ

き理由／四称名の意義〕
1

22 7 1909 7 7 講筵 求道者の実験 文学士　近角常観 6
22 7 1909 7 7 我が称へ我が聞く声の御名なれと我を助くる弥陀の勅命 12
22 7 1909 7 7 講筵 親鸞聖人とルーテル 仏教大学長　薗田宗恵 13
22 7 1909 7 7 講筵 地獄極楽説一斑　（其二） 弓波瑞明 17
22 7 1909 7 7 修養 如何にして修養すべきか 高木櫪堂 22
22 7 1909 7 7 修養 教誨師の職務に由りて得る修養 富井南軒 24
22 7 1909 7 7 修養 誠実　（十二徳の七） 苅屋哲公 29
22 7 1909 7 7 慈悲の庭 厚波 31
22 7 1909 7 7 修養 犠牲　（隅田川の狂女） 苅屋老亀 32
22 7 1909 7 7 広告 広告数件〔販売品目／仏具商／七里和上真宗安心示談…／

仙鼎丸／仏教夏期講習会開催の趣旨／大谷派議制局ヨリ賜
讃賞書／六神丸〕

矢崎正太郎／杉浦忠次郎／洗
心書房／原田清福堂／大阪仏
教社／事前請売所／丸岡衛生
堂

中附の一 32ページと33ページの間に挿入。中附の四まで

22 7 1909 7 7 修養 法三章 清原秀恵 36
22 7 1909 7 7 流るゝ世 佐藤巌英 39 （讃仰）
22 7 1909 7 7 詞藻 劇曲鳩那羅王子　第二段　徳叉尸羅国城 黒瀬厚波 40
22 7 1909 7 7 篤行の坊守 42
22 7 1909 7 7 雑纂 自然の妙趣　（「自然法爾章」を読む）（その十） 浜口恵璋 43
22 7 1909 7 7 雑纂 貧女銭を献ずる話 中井玄道 47
22 7 1909 7 7 雑纂 東西百話 曽我是一 48

22 7 1909 7 7 理想の境 佐藤巌英 51 （讃仰）



22 7 1909 7 7 思潮 美はしき成功 前田博士 52 （成功）
22 7 1909 7 7 思潮 祈祷は雑行也 霊光社説 53
22 7 1909 7 7 思潮 学仏大悲心 島地勧学 53 （教海一瀾）
22 7 1909 7 7 思潮 理想の家庭 暁烏敏氏 54 （家庭）
22 7 1909 7 7 思潮 家庭趣味と婦人 村井弦斎氏 56 （婦人世界）
22 8 1909 8 7 信仰 光明と信仰 1
22 8 1909 8 7 講筵 二種深信 鈴木法琛 6
22 8 1909 8 7 講筵 教行論 菅了法 11
22 8 1909 8 7 講筵 氷上燃火の譬喩に就て 雲山龍珠 16
22 8 1909 8 7 講筵 惜まるゝ人 曽我是一 21
22 8 1909 8 7 講筵 忍 鈴木慶哉 25
22 8 1909 8 7 修養 態度の修養 脇谷撝謙 30
22 8 1909 8 7 修養 此の如き人は成功せず 富井南軒 34
22 8 1909 8 7 修養 謙遜（十二徳の八） 苅屋哲公 36
22 8 1909 8 7 家庭 婦人のたしなみ 櫪堂 39
22 8 1909 8 7 家庭 仏事供養 最泝 42
22 8 1909 8 7 詞藻 劇曲鳩那羅王子 厚波 45
22 8 1909 8 7 雑纂 穢多考 浜口恵璋 47
22 8 1909 8 7 雑纂 表裏相応 新田渓村 51
22 8 1909 8 7 思潮 真の富 井上哲次郎 54
22 8 1909 8 7 思潮 人格に伴ふ財産 鎌田栄吉 56
22 8 1909 8 7 思潮 須く信水を注げ 薗田宗恵 57
22 8 1909 8 7 思潮 執着心脱離の方法 遠藤隆吉 58
22 8 1909 8 7 思潮 智情の融和 前田博士 58
22 8 1909 8 7 思潮 現代僧侶の欠陥 加藤咄堂 60
22 8 1909 8 7 附録 報恩講式表白文の講話 是山恵覚
22 9 1909 9 7 信仰 信界の妙趣 1
22 9 1909 9 7 講筵 処世の第一義 前田慧雲 6
22 9 1909 9 7 講筵 氷上燃火（つづき） 雲山龍珠 13
22 9 1909 9 7 講筵 無疑の信順 藤里順乗 17
22 9 1909 9 7 修養 其境に遊べ 西谷順誓 22
22 9 1909 9 7 修養 順序（十二徳の九） 苅屋哲公 26
22 9 1909 9 7 家庭 妻子に惚れよ 南軒 29
22 9 1909 9 7 家庭 私しの知れる人々の家庭 藻の人 30
22 9 1909 9 7 詞藻 初秋編 梅原隴圃 35
22 9 1909 9 7 詞藻 劇曲鳩那羅王子 厚波 38
22 9 1909 9 7 雑纂 時事所感 富井南軒 41
22 9 1909 9 7 雑纂 穢多考 浜口恵璋 43
22 9 1909 9 7 雑纂 世界の変動 曽我是一 46
22 9 1909 9 7 思潮 修身教育の普及 前田慧雲 50
22 9 1909 9 7 思潮 宗教の力と法律の制裁 本多日生 51
22 9 1909 9 7 思潮 勤倹の本義 本多日生 51
22 9 1909 9 7 思潮 徳育と宗教 井上哲次郎 52
22 9 1909 9 7 思潮 伝教大師と親鸞聖人 村上専精 54
22 9 1909 9 7 思潮 体操よりも心操 福来友吉 56
22 9 1909 9 7 附録 報恩講式表白文の講話 是山恵覚
22 10 1909 10 7 信仰 報恩と信仰 1
22 10 1909 10 7 講筵 処世の第一義（つづき） 前田慧雲 6
22 10 1909 10 7 講筵 安心の大旨　上 釈雲照 12
22 10 1909 10 7 講筵 地獄極楽説一班（其三） 弓波瑞明 16
22 10 1909 10 7 講筵 勤労と人道 林嶺信 21
22 10 1909 10 7 講筵 心の変化 曽我是一 25
22 10 1909 10 7 修養 覆三露三 富井南軒 28
22 10 1909 10 7 修養 節倹（十二徳の十） 苅屋哲公 31
22 10 1909 10 7 修養 見聞雑記 脇谷撝謙 33
22 10 1909 10 7 家庭 吾祖母より受くる教訓 清原秀恵 36
22 10 1909 10 7 家庭 婦人のたしなみ 櫪堂 40
22 10 1909 10 7 家庭 家庭談話会 湖畔樓主人 43
22 10 1909 10 7 詞藻 讃仰 黒瀬厚波 46
22 10 1909 10 7 雑纂 蓮華面経 浜口恵璋 49
22 10 1909 10 7 雑纂 震災に遭遇したるわれ 湯次了栄 53
22 10 1909 10 7 思潮 王法為本は憲法為本 大法主猊下 56
22 10 1909 10 7 思潮 努力までが他力なり 舟橋水哉 57
22 10 1909 10 7 思潮 常識道徳の意味 安部磯雄 59
22 10 1909 10 7 思潮 上乗の人 松本文三郎 59
22 10 1909 10 7 思潮 焼け太りの哲理 三宅雪嶺 60
22 10 1909 10 7 思潮 智識の修養 前田慧雲 61
22 10 1909 10 7 思潮 時代の代表的人物と青年 中島徳蔵 62
22 10 1909 10 7 思潮 選ばれたるもの 63
22 10 1909 10 7 新刊紹介 64
22 11 1909 11 7 信仰 国家と信仰 1
22 11 1909 11 7 講筵 産業奨励と教家の本分 赤松連城 6
22 11 1909 11 7 講筵 衣食足りて礼節を知る 薗田宗恵 12
22 11 1909 11 7 講筵 戊申詔書の影響如何 鈴木法琛 16
22 11 1909 11 7 講筵 安心の大旨　中 釈雲照 19
22 11 1909 11 7 講筵 地獄極楽説一班（其四） 弓波瑞明 23
22 11 1909 11 7 修養 読書と静坐 清原秀恵 28
22 11 1909 11 7 修養 寧静（十二徳の十一） 苅屋哲公 34
22 11 1909 11 7 家庭 予の親と子 湯次了栄 36
22 11 1909 11 7 家庭 婦人のたしなみ 櫪堂 39
22 11 1909 11 7 雑纂 善友相見て慶楽やむことなし 脇谷撝謙 42
22 11 1909 11 7 雑纂 おもひやり 鈴木慶哉 45
22 11 1909 11 7 雑纂 宗教及び宗教家と社会事業を論じて局外者の疑団を解く 西谷順誓 49
22 11 1909 11 7 思潮 採長補短の良風を忘るゝな 澤柳政太郎 52
22 11 1909 11 7 思潮 最上の修養法 三宅雄次郎 54
22 11 1909 11 7 思潮 仏教の如来と基督教の神 島地大等 55
22 11 1909 11 7 思潮 無我思想と報恩思想 和田龍造 57
22 11 1909 11 7 思潮 主婦としての任務 栗岡水舟 58
22 11 1909 11 7 新刊紹介 60
22 11 1909 11 7 附録 報恩講式表白文の講話 是山恵覚
22 12 1909 12 7 信仰 信仰と人格 1
22 12 1909 12 7 信仰 歳末の辞 5
22 12 1909 12 7 講筵 勧業感話 八淵蟠龍 6
22 12 1909 12 7 講筵 自然の大律法 富井南軒 14
22 12 1909 12 7 講筵 地獄極楽説一班（其五） 弓波瑞明 19
22 12 1909 12 7 講筵 安心の大旨　下 釈雲照 24
22 12 1909 12 7 修養 処生訓 湯次了栄 31
22 12 1909 12 7 修養 忘己録 櫪堂 35
22 12 1909 12 7 修養 公義（十二徳の十二） 苅屋哲公 37
22 12 1909 12 7 家庭 神聖なる夫婦 脇谷撝謙 41
22 12 1909 12 7 家庭 親子なり、兄弟なり 佐々木宣正 43
22 12 1909 12 7 詞藻 讃仰唱歌 黒瀬知円 46
22 12 1909 12 7 雑纂 高祖大師より蒙りし実際の教訓（上） 獅子吼道人 49
22 12 1909 12 7 雑纂 予が神祇観 新田渓村 51
22 12 1909 12 7 思潮 現実の人生は浄土門の機なり 55
22 12 1909 12 7 思潮 荘厳なる感情の養成 向軍治 56
22 12 1909 12 7 思潮 お世辞は親善の道にあらず 新渡戸稲造 56
22 12 1909 12 7 思潮 遵奉すべき四恩生活 高楠順次郎 57
22 12 1909 12 7 思潮 姑と嫁 鳩山春子 58
22 12 1909 12 7 思潮 自治と宗教中毒 長沢則彦 59
22 12 1909 12 7 附録 報恩講式表白文の講話 是山恵覚
23 1 1910 1 7 六條だより 1
23 1 1910 1 7 講筵 新年おめでたう 鈴木法琛 4
23 1 1910 1 7 講筵 読経論 弓波瑞明 7
23 1 1910 1 7 講筵 心を甘露水に洗へ 是山恵覚 11
23 1 1910 1 7 講筵 檀那 藤島了穏 16
23 1 1910 1 7 講筵 殖産興業と仏教 雲山龍珠 19



23 1 1910 1 7 感想 泥中の蓮華 杉紫明 31
23 1 1910 1 7 感想 信の心、不信の心 脇谷撝謙 35
23 1 1910 1 7 感想 寸感断想 高木俊一 36
23 1 1910 1 7 感想 特性と欠陥性 湯次了栄 38
23 1 1910 1 7 史伝 雲棲寺の袾宏 佐々木宣正 42
23 1 1910 1 7 教園 忘己録 櫪堂 53
23 1 1910 1 7 教園 狗に関する説話 浜口恵璋 56
23 1 1910 1 7 教園 四人妻 黒瀬知円 60
23 1 1910 1 7 詞藻 なげきつゝ 藤下玲瓏 64
23 1 1910 1 7 詞藻 新たの歳 黒瀬厚波 65
23 1 1910 1 7 雑纂 社会現象としての犯罪論 富井南軒 66
23 1 1910 1 7 雑纂 雲棲遺芳 珠峰学人 71
23 1 1910 1 7 雑纂 文明の血管 曽我是一 73
23 1 1910 1 7 雑纂 人倫五常の道 鈴木慶哉 75
23 1 1910 1 7 思潮 注意すべき宗教界の二潮流 前田慧雲 85
23 1 1910 1 7 思潮 墓場に行き心胆を練れ 松村介石 86
23 1 1910 1 7 思潮 老人と青年 三宅雄次郎 87
23 1 1910 1 7 思潮 人生の理想と宗教の理想 高楠順次郎 88
23 1 1910 1 7 思潮 閑却せられたる仏教の世界的抱負 海老名弾正 90
23 1 1910 1 7 思潮 精神修養と勇気 谷干城 91
23 1 1910 1 7 思潮 智識万能主義を排す 渡辺千冬 92
23 1 1910 1 7 思潮 敬虔の情なき徳育 吉田静致 93
23 1 1910 1 7 思潮 信教の自由と布教興学 斯波淳六郎 94
23 1 1910 1 7 新刊紹介 96
23 2 1910 2 7 六條だより 1
23 2 1910 2 7 講筵 他力の安心 松島善海 3
23 2 1910 2 7 講筵 無戒主義と戒律主義 雲山龍珠 8
23 2 1910 2 7 講筵 読経論　その二 弓波瑞明 12
23 2 1910 2 7 講筵 嫉妬観 苅屋哲公 17
23 2 1910 2 7 感想 進化説と村落寺院 湯次了栄 22
23 2 1910 2 7 感想 自警録 清原秀恵 24
23 2 1910 2 7 感想 寸感断想 高木俊一 26
23 2 1910 2 7 教園 忘己録 櫪堂 29
23 2 1910 2 7 教園 剃刀の花輪 黒瀬知円 30
23 2 1910 2 7 教園 恒河畔の七人男 厚波道人 34
23 2 1910 2 7 詞藻 よろこび とも子 37
23 2 1910 2 7 詞藻 希望の春 厚波 38
23 2 1910 2 7 雑纂 中心点 浜口恵璋 39
23 2 1910 2 7 雑纂 社会現象としての犯罪論（承前） 富井南軒 41
23 2 1910 2 7 思潮 信仰に欠ける現代 床次竹二郎 44
23 2 1910 2 7 思潮 宗教と家庭教育 麻生正蔵 45
23 2 1910 2 7 思潮 勤倹の御趣意を越中犢鼻褌たらしむる勿れ 大内青巒 45
23 2 1910 2 7 思潮 人間の真価 三宅雄次郎 46
23 2 1910 2 7 思潮 逆境者の警策 新渡戸稲造 47
23 2 1910 2 7 思潮 五種の修養法 前田慧雲 48
23 2 1910 2 7 思潮 女子は何よりも性格が大事 遠藤陸吉 48
23 2 1910 2 7 思潮 習慣と本能 福来友吉 50
23 2 1910 2 7 思潮 凡情の醇化 社論 51
23 2 1910 2 7 思潮 宗教と道徳 52
23 2 1910 2 7 思潮 現実、理想、感恩 53
23 2 1910 2 7 思潮 真の同情者 多田鼎 54
23 2 1910 2 7 思潮 信仰は現実生活の生命 稲葉円成 56
23 2 1910 2 7 思潮 家庭の和合と宗教の感化 沢原俊雄 57
23 2 1910 2 7 附録 報恩講式表白文の講話 是山恵覚
23 3 1910 3 7 六條だより 1
23 3 1910 3 7 感想 元祖法然聖人を勧請し奉りて 3
23 3 1910 3 7 感想 文殊の像 〔富井隆信〕 4
23 3 1910 3 7 感想 報恩蔵 〔杉紫朗〕 6
23 3 1910 3 7 感想 念仏の外に聖人なし 〔西谷順誓〕 8
23 3 1910 3 7 感想 吉水の勧化 〔杉紫朗〕 10
23 3 1910 3 7 感想 大原の問答 〔杉紫朗〕 12
23 3 1910 3 7 感想 撰択本願念仏集 〔弓波瑞明〕 14
23 3 1910 3 7 感想 天王寺の夢 〔浜口恵璋〕 18
23 3 1910 3 7 感想 悪人の上に現れたる偉大な力 〔西谷順誓〕 20
23 3 1910 3 7 感想 猛き者の上に現れたる大悲の力 〔高木俊一〕 21
23 3 1910 3 7 感想 七箇條の起請文 〔湯次了栄〕 24
23 3 1910 3 7 感想 小松谷 〔浜口恵璋〕 26
23 3 1910 3 7 感想 師弟の訣別 〔高木俊一〕 28
23 3 1910 3 7 感想 臨終の遺誡 〔佐々木宣正〕 32
23 3 1910 3 7 感想 越後の教誨 〔黒瀬知円〕 34
23 3 1910 3 7 感想 愚痴十悪の法然房と智慧第一の法然房 〔清原秀恵〕 37
23 3 1910 3 7 詞藻 法然聖人の御詠 黄葩 41
23 3 1910 3 7 教園 忘己録 櫪堂 44
23 3 1910 3 7 教園 雲棲遺訓 珠峯 47
23 3 1910 3 7 雑纂 感謝的生活を為せし一老僧 苅屋老亀 50
23 3 1910 3 7 雑纂 泣くこゝろ 鈴木慶哉 53
23 3 1910 3 7 雑纂 高祖大師より蒙りし実際の教訓（其二） 獅子吼道人 54
23 3 1910 3 7 思潮 未来の憂慮と信仰の門戸 前田慧雲 57
23 3 1910 3 7 思潮 宗教と人 黒岩周六 58
23 3 1910 3 7 思潮 学校教育と社会教育 吉田賢龍 60
23 3 1910 3 7 思潮 根柢なき国民 金原明善 61
23 3 1910 3 7 思潮 隠居制度 芳賀栄次郎 63
23 3 1910 3 7 新刊紹介 64
23 4 1910 4 7 六條だより 1
23 4 1910 4 7 講筵 東西相和の法縁 赤松連城 3
23 4 1910 4 7 講筵 現生十種の益に就て 雲山龍珠 11
23 4 1910 4 7 講筵 吾等が生存の意義 薗田宗恵 15
23 4 1910 4 7 講筵 虚往実帰 藤島了穏 19
23 4 1910 4 7 感想 宗教上に於ける理性の批判 杉紫朗 23
23 4 1910 4 7 感想 春興 脇谷撝謙 26
23 4 1910 4 7 感想 花去花来 浜口恵璋 28
23 4 1910 4 7 史伝 提婆達多 佐々木宣正 33
23 4 1910 4 7 詞藻 兎の血迷い 黒瀬厚波 43
23 4 1910 4 7 詞藻 歌念仏 梅原隴圃 46
23 4 1910 4 7 雑纂 社会現象としての犯罪論（承前） 富井南軒 47
23 4 1910 4 7 雑纂 悪魔『けれども』 苅屋哲公 52
23 4 1910 4 7 雑纂 習慣の勢力 井上謙敬 54
23 4 1910 4 7 思潮 人生の楽地 前田慧雲 58
23 4 1910 4 7 思潮 至誠の真意義 村上専精 60
23 4 1910 4 7 附録 報恩講式表白文の法話 是山恵覚
23 5 1910 5 7 六條だより 1
23 5 1910 5 7 講筵 親鸞聖人と日蓮上人（其一） 弓波瑞明 4
23 5 1910 5 7 講筵 仏陀の誕生 姉崎正治 8
23 5 1910 5 7 講筵 仏事を営む心得 山本貫通 14
23 5 1910 5 7 講筵 現生十種の益に就て（承前） 雲山龍珠 18
23 5 1910 5 7 講筵 活働主義 鈴木慶哉 21
23 5 1910 5 7 感想 行者の帰趣 浜口恵璋 25
23 5 1910 5 7 感想 思ひ出のまゝ 湯次了栄 29
23 5 1910 5 7 感想 逝ける友を憶ふ 佐々木宣正 32
23 5 1910 5 7 教園 頼吨和羅物語 藤下信英 37
23 5 1910 5 7 教園 道味小品 梅原真隆 43
23 5 1910 5 7 教園 忘己録 櫪堂 45
23 5 1910 5 7 詞藻 松若丸 黒瀬知円 48
23 5 1910 5 7 詞藻 落花の幻 梅原隴圃 50
23 5 1910 5 7 雑纂 古談新語 橘正道 51
23 5 1910 5 7 雑纂 獄中の妙花 石津蓮仁 54
23 5 1910 5 7 思潮 如来に信ぜらる 多田鼎 57



23 5 1910 5 7 思潮 信念の効果 深作安文 58
23 5 1910 5 7 思潮 他力信仰の二面 社説 60
23 5 1910 5 7 思潮 仏教は人間本来の道なり 島地黙雷 61
23 5 1910 5 7 思潮 如来の本願は我等の本願 金子大栄 62
23 5 1910 5 7 新刊紹介 64
23 5 1910 5 7 附録 報恩講式表白文の講話 是山恵覚
23 6 1910 6 7 六條だより 1
23 6 1910 6 7 講筵 人生の利用 利井明朗 3
23 6 1910 6 7 講筵 白川楽翁公と仏教（第一） 佐藤厳英 6
23 6 1910 6 7 講筵 富と道徳 藤島了穏 12
23 6 1910 6 7 講筵 我宗祖の体教 弓波瑞明 16
23 6 1910 6 7 講筵 仏事を営む心得（承前） 山本貫通 23
23 6 1910 6 7 感想 嗚呼方便の奥旨 西谷順誓 27
23 6 1910 6 7 感想 世の中の事はなるやうにしかならぬのである 脇谷撝謙 30
23 6 1910 6 7 感想 英雄皆枯骨 清原秀恵 32
23 6 1910 6 7 教園 忘己録 高木櫪堂 36
23 6 1910 6 7 教園 ヂャータカ小話 黒瀬知円 45
23 6 1910 6 7 教園 道味小品 梅原真隆 47
23 6 1910 6 7 詞藻 美しき偶像 梅原隴人 49
23 6 1910 6 7 詩藻 寂 藤下朎朧 50
23 6 1910 6 7 雑纂 温乎玉の如し 苅屋哲公 51
23 6 1910 6 7 雑纂 如何にして大遠忌を迎ふべきか 中井玄道 53
23 6 1910 6 7 雑纂 満期帰郷の諸氏に告ぐ 千葉紹映 56
23 6 1910 6 7 思潮 徳は智よりも貴し 法貴慶次郎 60
23 6 1910 6 7 思潮 青年と学問 新渡戸稲造 61
23 6 1910 6 7 思潮 家庭の円満は同一信仰にあり 小林一郎 62
23 6 1910 6 7 思潮 死生観の三面 加藤咄堂 63
23 6 1910 6 7 思潮 女性は平和の神 大隈重信 64
23 6 1910 6 7 思潮 欧米の子供と日本の子供 厳谷小波 65
23 6 1910 6 7 思潮 人格と宗教 瀬沼恪三郎 66
23 6 1910 6 7 思潮 人形師 『本領』 67
23 6 1910 6 7 思潮 使用人を信頼せよ 原富太郎 67
23 7 1910 7 7 六條だより 1
23 7 1910 7 7 講筵 平和の基 赤松連城 3
23 7 1910 7 7 講筵 教理行果と教行信証 鈴木法琛 5
23 7 1910 7 7 講筵 親鸞聖人と日蓮上人（其の二） 弓波瑞明 8
23 7 1910 7 7 講筵 二河譬に就いて 雲山龍珠 14
23 7 1910 7 7 講筵 白川楽翁公と仏教（その二） 佐藤厳英 19
23 7 1910 7 7 感想 求むる苦痛に就て 杉紫朗 22
23 7 1910 7 7 感想 個性の修養 湯次了栄 26
23 7 1910 7 7 感想 専心一意 清原秀恵 28
23 7 1910 7 7 感想 ファウスト物語の教訓 高木櫪堂 30
23 7 1910 7 7 史伝 孤山の智円法師 佐々木宣正 38
23 7 1910 7 7 詞藻 虚空 梅原隴圃 45
23 7 1910 7 7 詞藻 運命 黒瀬知円 47
23 7 1910 7 7 雑纂 社会現象としての犯罪論（承前） 富井南軒 49
23 7 1910 7 7 雑纂 家庭は慰安所なり 鈴木慶哉 51
23 7 1910 7 7 雑纂 如何にして大遠忌を迎ふべき歟 中井玄道 53
23 7 1910 7 7 雑纂 信疑決判 酒井誠諦 57
23 7 1910 7 7 雑纂 我等は世に勝ちて行くもの也 小谷超旭 59
23 7 1910 7 7 思潮 宗祖の本領を窺へ 前田慧雲 61
23 7 1910 7 7 思潮 感想の要求 多田鼎 62
23 7 1910 7 7 思潮 教材の選択 本領 64
23 7 1910 7 7 思潮 道徳と宗教生活 佐々木月樵 65
23 7 1910 7 7 思潮 権門富貴の家に生れたものゝ不幸 村上専精 66
23 7 1910 7 7 思潮 国家の盛衰と文化 鎌田栄吉 67
23 7 1910 7 7 思潮 名を求むるを唯一の目的とする誤り 新渡戸稲造 68
23 7 1910 7 7 思潮 自殺の原因と年齢及び其地方別 警視庁調 69
23 7 1910 7 7 思潮 『熟考の上』といふ悪習慣 三宅雄次郎 70
23 8 1910 8 7 新刊紹介 72
23 8 1910 8 7 六條だより 1
23 8 1910 8 7 講筵 宗教の力の偉大なる所以 松本文三郎 3
23 8 1910 8 7 講筵 二河譬に就いて（つづき） 雲山龍珠 8
23 8 1910 8 7 講筵 世界に対する日本仏教徒の任務 薗田宗恵 13
23 8 1910 8 7 講筵 白川楽翁公と仏教　その三 佐藤厳英 16
23 8 1910 8 7 感想 途上の偶感 杉紫朗 22
23 8 1910 8 7 感想 寸感断想 高木俊一 26
23 8 1910 8 7 感想 修養の必要なる所以 佐々木宣正 27
23 8 1910 8 7 感想 優しい態度 梅原隴圃 33
23 8 1910 8 7 教園 忘己録 高木櫪堂 36
23 8 1910 8 7 教園 聖訓小話 黒瀬知円 37
23 8 1910 8 7 詞藻 救ひの御親 黒瀬厚波 43
23 8 1910 8 7 詞藻 印象 梅原隴人 44
23 8 1910 8 7 詞藻 黎明 細川飛露 44
23 8 1910 8 7 雑纂 阿闍世王懺悔物語 脇谷撝謙 45
23 8 1910 8 7 雑纂 大勝負 富井南軒 48
23 8 1910 8 7 雑纂 動中の静、忙中の閑 鈴木慶哉 53
23 8 1910 8 7 思潮 宗教は人生の背景 前田慧雲 56
23 8 1910 8 7 思潮 人物修養の標準 堀謙徳 57
23 8 1910 8 7 思潮 心の鹿の捨場 上杉文秀 58
23 8 1910 8 7 思潮 極楽往生と現在安住 近藤純悟 60
23 8 1910 8 7 思潮 人生の方定式 忽滑谷快天 62
23 8 1910 8 7 思潮 人生の七変化 富士川游 64
23 9 1910 9 7 六條だより 1
23 9 1910 9 7 講筵 饒益有情 赤松連城 4
23 9 1910 9 7 講筵 二河譬に就いて（接前） 雲山龍珠 8
23 9 1910 9 7 講筵 絶対と人間との交渉 浜口恵璋 11
23 9 1910 9 7 講筵 白川楽翁公と仏教　その四 佐藤厳英 16
23 9 1910 9 7 講筵 慈善の精神 小泉了諦 19
23 9 1910 9 7 感想 僧正遍昭に就て学ぶべきもの 湯次了栄 23
23 9 1910 9 7 感想 道話ふたつ 清原秀恵 25
23 9 1910 9 7 感想 書窓閑話 杉紫朗 28
23 9 1910 9 7 感想 感想のきれぎれ 梅原真隆 32
23 9 1910 9 7 史伝 慧心院の僧都 佐々木宣正 36
23 9 1910 9 7 詞藻 可愛くはありませんか 厚波 45
23 9 1910 9 7 雑纂 親愛 苅屋哲公 47
23 9 1910 9 7 雑纂 阿闍世王懺悔物語 脇谷撝謙 49
23 9 1910 9 7 雑纂 因果と信仰 鈴木慶哉 52
23 9 1910 9 7 思潮 物質に勝る精神の楽み 前田慧雲 57
23 9 1910 9 7 思潮 犠牲的精神 佐々木月樵 59
23 9 1910 9 7 思潮 横着心と遠慮心 本領 62
23 9 1910 9 7 思潮 現代妻君のつとめ 高田早苗 64
23 10 1910 10 7 目次 表紙裏
23 10 1910 10 7 詔書 御名御璽 巻頭表
23 10 1910 10 7 諭告 朝鮮開教総監　大谷尊由 巻頭裏
23 10 1910 10 7 社告 仏教青年会連合本部と本誌 1
23 10 1910 10 7 社告 変と不変 鈴木法琛 3
23 10 1910 10 7 社告 心中の賊を破れ 文学士　朝倉暁瑞 7
23 10 1910 10 7 社告 信仰は主観的なり 雲山竜珠 10
23 10 1910 10 7 社告 親鸞聖人と日蓮上人　―其三― 弓波瑞明 15
23 10 1910 10 7 社告 信仰生活の段楷　―所謂俗難に答ふ― 西谷順誓 19
23 10 1910 10 7 天地化育の循環 22 （二宮翁修身百話）
23 10 1910 10 7 感想 病状の感謝 浜口恵璋 23
23 10 1910 10 7 感想 人形の家 湯次了栄 27
23 10 1910 10 7 感想 教権と信仰 杉紫朗 30
23 10 1910 10 7 感想 無常迅速の世の中　―酒先生の訃を聞て― 清原秀英 34
23 10 1910 10 7 書籍は益友なり 37



23 10 1910 10 7 教園 忘己録 高木櫪堂 38
23 10 1910 10 7 夫婦の道は、相敬愛して、異体同心、克く父母に孝せよ、 40
23 10 1910 10 7 教園 聖訓小話 黒瀬知円 41
23 10 1910 10 7 日本の雄弁術は仏教に依て起れり 43 （雄弁）
23 10 1910 10 7 詞藻 牧者ダニヤ　―（Dhaniyasutta）― 厚波 44
23 10 1910 10 7 史伝 慧心院の源信僧都 ―つゞき― 佐々木宣正 48
23 10 1910 10 7 雑纂 正義 苅屋哲公 54
23 10 1910 10 7 雑纂 阿闍世王懺悔物語　（南本涅槃十七、十八和訳） 脇谷撝謙 58
23 10 1910 10 7 柿の薬効 61 （農業世界）
23 10 1910 10 7 思潮 科学で説明の出来ぬ心霊的現象 平井金三氏 62 （新公論）
23 10 1910 10 7 思潮 聖人の資格 文学博士　井上哲次郎氏 63 （東亜の光）
23 10 1910 10 7 思潮 女子の教育の主眼 三輪田真佐子氏 64 （美さを）
23 10 1910 10 7 思潮 金持の憂 海老名弾正氏 65 （新人）
23 10 1910 10 7 〔父母の子を見るに五事あり、…〕 66
23 11 1910 11 7 六條だより 1
23 11 1910 11 7 講筵 真宗教義の系統 鈴木法琛 3
23 11 1910 11 7 講筵 朝鮮に於ける真宗最初の伝道及び道場 杉紫朗 8
23 11 1910 11 7 講筵 いさみの念仏 羽渓了諦 17
23 11 1910 11 7 講筵 信仰生活の段楷 西谷順誓 21
23 11 1910 11 7 講筵 国運の発展と仏教 藤島了穏 24
23 11 1910 11 7 感想 壺中の天地 清原秀恵 32
23 11 1910 11 7 感想 史の教訓 佐々木宣正 34
23 11 1910 11 7 感想 親をもとむる子親に求めらるゝ子 梅原真隆 37
23 11 1910 11 7 教園 忘己録 櫪堂 41
23 11 1910 11 7 教園 僧撲小品 梅原真隆 45
23 11 1910 11 7 教園 聖訓小話 黒瀬知円 47
23 11 1910 11 7 詞藻 仮の名、真の名（お伽小話） 厚波 52
23 11 1910 11 7 詞藻 乳声 梅原隴人 54
23 11 1910 11 7 雑纂 ちゝはゝのおん 雲山龍珠 56
23 11 1910 11 7 雑纂 阿闍世王懺悔物語 脇谷撝謙 58
23 11 1910 11 7 雑纂 病人と宗教 中井玄道 61
23 12 1910 12 7 六條だより 1
23 12 1910 12 7 講筵 気質の同と異 赤松連城 3
23 12 1910 12 7 講筵 犠牲は保存なり 薗田宗恵 5
23 12 1910 12 7 講筵 信仰生活の段楷 西谷順誓 10
23 12 1910 12 7 講筵 実践躬行 名和淵海 13
23 12 1910 12 7 講筵 青年と宗教 浜口恵璋 16
23 12 1910 12 7 感想 寂しき楽み 杉紫朗 22
23 12 1910 12 7 感想 時弊と革命 富井隆信 24
23 12 1910 12 7 感想 心はもと円満 湯次了栄 26
23 21 1910 21 7 教園 忘己録 櫪堂 29
23 12 1910 12 7 教園 お伽物語 厚波 33
23 12 1910 12 7 詞藻 大勝負 富井南軒 36
23 12 1910 12 7 雑纂 阿闍世王懺悔物語 脇谷撝謙 40
23 12 1910 12 7 雑纂 仏教とは何ぞや 鈴木慶哉 47
23 12 1910 12 7 思潮 正しき信仰の欠乏と罪悪 前田慧雲 52
23 12 1910 12 7 新刊紹介 54
23 12 1910 12 7 青年会記事 56
24 1 1911 1 7 目次 　 表紙裏
24 1 1911 1 7 六条だより 1
24 1 1911 1 7 法苑 芳淑院法語 梅原真隆 4
24 1 1911 1 7 法苑 新春の法悦 浜口恵璋 6
24 1 1911 1 7 法苑 年頭の愛楽 高木俊一 8
24 1 1911 1 7 〔休息は労役に依りて得べく、…〕 11
24 1 1911 1 7 談話第一輯 寒月照梅花 司教　鈴木法琛 12
24 1 1911 1 7 談話第一輯 独立の意義 文学博士　松本文三郎 16
24 1 1911 1 7 談話第一輯 人間本位の宗教 文学士　森川智徳 20
24 1 1911 1 7 生活の意義 22
24 1 1911 1 7 談話第一輯 偉大なる人物は偉大なる力を信ず 仏教大学講師　雲山竜珠 23
24 1 1911 1 7 談話第一輯 道人に遠からず 文学士　朝倉暁瑞 28
24 1 1911 1 7 談話第一輯 公明正大の徳 小泉了諦 31
24 1 1911 1 7 五堪忍の戒 34
24 1 1911 1 7 感想 明治四十四年 脇谷撝謙 35
24 1 1911 1 7 〔吾等は常に善良なる事にのみ心を労すべし、…〕 37
24 1 1911 1 7 感想 心霊に活ける生命 足利宣正 38
24 1 1911 1 7 感想 君子は危うきに近らず 湯次了栄 41
24 1 1911 1 7 感想 日新の工夫 清原秀恵 44
24 1 1911 1 7 八徳 46
24 1 1911 1 7 御消息　（明治四十三年十一月四日鴻之間ニ於テ） 　 47
24 1 1911 1 7 談話第二輯 新御消息に就て 勧学　赤松連城 49 （明治四十三年十一月四日総会所に於て筆記文責在記者）
24 1 1911 1 7 談話第二輯 希望ある生と死 文学士　羽渓了諦 52
24 1 1911 1 7 談話第二輯 五重の意義に就て 補教　故米村永信 58
24 1 1911 1 7 談話第二輯 弥陀の直説 勧学　伊井智量 61
24 1 1911 1 7 談話第二輯 宗教心の起因 巡回布教使　鈴木慶哉 65
24 1 1911 1 7 〔瞋恚に随ふことなかれ、……〕 70 ―仏所行讃―
24 1 1911 1 7 雑纂 余香 苅屋老亀 71
24 1 1911 1 7 雑纂 所感 鷲尾教導 73
24 1 1911 1 7 雑纂 四栄四枯　（表紙画につきて） 黒瀬厚波 75
24 1 1911 1 7 小生今般足利と改姓仕候 足利宣正 79
24 1 1911 1 7 雑纂 浄土の俤　「精神界」 本領 80 （家庭講話）
24 1 1911 1 7 思潮 裸の信仰 中井玄道氏 81 （仏の教）
24 1 1911 1 7 思潮 得意時代の危機 法学博士　新渡戸稲造氏 83 （実業之日本）
24 1 1911 1 7 思潮 朝家国民のための念仏 近角常観氏 84 （求道）
24 1 1911 1 7 思潮 女子は教育者なり 文学士　下田次郎氏 86 （警世）
24 1 1911 1 7 （青年会記事） 満州青年会近報　（演説会／研究会／新年会） 88
24 1 1911 1 7 （青年会記事） 青年会本部彙報 88
24 1 1911 1 7
24 2 1911 2 7 目次 表紙裏
24 2 1911 2 7 六条だより 1
24 2 1911 2 7 仏とはどんなもの 富井隆信 4
24 2 1911 2 7 法苑 法縁 脇谷撝謙 7
24 2 1911 2 7 忘己録 高木櫪堂 9
24 2 1911 2 7 失徳法語 黒瀬知円 9
24 2 1911 2 7 〔善く言ふは善なり…〕 12
24 2 1911 2 7 講話 致富と修徳 赤松連城 13
24 2 1911 2 7 信仰は人生の中心点なり 苅屋哲公 16
24 2 1911 2 7 民性の涵養如何 藤島了穏 21
24 2 1911 2 7 五重の義に就て　（接前） 故米村永信 24
24 2 1911 2 7 感想 あゝいゝ仏檀だ 湯次了栄 27
24 2 1911 2 7 御遠忌と宗門の現状に就て 杉紫朗 29
24 2 1911 2 7 心象そのまゝ 梅原隴人 34
24 2 1911 2 7 〔一日を最も善く利用せよ、…〕 35
24 2 1911 2 7 雑纂 御裏方を憶ふ 足利宣正 36
24 2 1911 2 7 譬喩小品 黒瀬厚波 40
24 2 1911 2 7 金杖断片 雲山竜珠 43
24 2 1911 2 7 思潮 主従の調和と宗教 故勧学前田慧雲氏 46 （警世）
24 2 1911 2 7 求むる親求めらるゝ子 佐々木月樵氏 47 （精神界）
24 2 1911 2 7 信仰と境遇 多田鼎氏 50 （精神界）
24 2 1911 2 7 学問をシャッポに冠るな靴に穿け 子爵　三浦梧楼氏 51 （実業の日本）
24 2 1911 2 7 財産よりも人力 文学博士三宅雄次郎氏 52 （実業の世界）
24 2 1911 2 7 （広告） 〔表具師／速康散〕 宇佐美直八／久保田庄左衛門 巻末
24 3 1911 3 7 目次 表紙裏 表紙には二十五年と書いてあるが、二十四年の誤植。
24 3 1911 3 7 六条だより 1
24 3 1911 3 7 法苑 死の我、白道の我、報謝の我 富井南軒 4
24 3 1911 3 7 法苑 信界小品 黒瀬知円 7
24 3 1911 3 7 講話 真宗信仰界の今昔 西谷順誓 9
24 3 1911 3 7 〔婦女子は常に極端に走る、…〕 13



24 3 1911 3 7 講話 親鸞聖人を懐ふ 雲山竜珠 14
24 3 1911 3 7 講話 浄土真宗の本義 故一二三尽演 21
24 3 1911 3 7 　 無量の恩寵 矢崎享子 31
24 3 1911 3 7 感想 死 杉紫朗 32
24 3 1911 3 7 感想 感ぜしまゝ 高木櫪堂 36
24 3 1911 3 7 〔一、言葉花咲くものは、心必らず実なし。…〕 36
24 3 1911 3 7 感想 三月二日の法縁 脇谷撝謙 37
24 3 1911 3 7 感想 最上の自覚 清原秀恵 39
24 3 1911 3 7 雑纂 人間万事二一天作之五 鈴木慶哉 41
24 3 1911 3 7 雑纂 大遠忌と青年の自覚 聴翠 43
24 3 1911 3 7 雑纂 お裏方を偲びて 八尋慈薫 51
24 3 1911 3 7 思潮 親鸞聖人の三大特色 大内青巒氏 53 （警世）
24 3 1911 3 7 思潮 真宗の有り難き一面 前田慧雲氏 55 （警世）
24 3 1911 3 7 　 新刊紹介　〔法然と親鸞／仏陀／法然上人〕 55
24 4 1911 4 7 目次 表紙裏
24 4 1911 4 7 口絵 西本願寺へ恩寵の銀香炉 巻頭 表紙には二十五年と書いてあるが、二十四年の誤植。
24 4 1911 4 7 　 法水流遠　（大遠忌の法楽に） 1
24 4 1911 4 7 〔南無阿弥陀仏をとけるには、…〕 2
24 4 1911 4 7 　 御直喩 3 明治四十四年三月十七日
24 4 1911 4 7 法苑 罪悪感の三転化 高木櫪堂 4
24 4 1911 4 7 法苑 救済は仏辺にあり 杉紫朗 6
24 4 1911 4 7 法苑 団参を見て御恩を想ふ 富井隆信 10
24 4 1911 4 7 　 信仰に活きよ 12 （大遠忌日報）より
24 4 1911 4 7 講話 立撮即行の意義 勧学　故伊井智量 13
24 4 1911 4 7 講話 師徳報謝 勧学　赤松連城 15
24 4 1911 4 7 講話 本願の真意義 司教　薗田宗恵 18
24 4 1911 4 7 講話 人生と信仰 勧学　前田慧雲 20
24 4 1911 4 7 講話 如来に依れる信 司教　鈴木法琛 22
24 4 1911 4 7 　 我聖人の風格 櫪堂 24
24 4 1911 4 7 感想 流転録　―垣内柳圃氏を憶ふ― 梅原隴圃 25
24 4 1911 4 7 感想 噫稀代の学将 西谷順誓 27
24 4 1911 4 7 感想 千古の奇跡を紹介す 足利宣正 30
24 4 1911 4 7 雑纂 伊井勧学の円寂に際して真宗々学の前途を論ず 天山 34
24 4 1911 4 7 雑纂 大遠忌感 鷲尾教導 37
24 4 1911 4 7 雑纂 施薬給療の聖旨 中井玄道 39
24 4 1911 4 7 雑纂 解信と仰信 曽我我一 44
24 4 1911 4 7 　 宗教に入るものゝ五種 鈴木充美君 48
24 4 1911 4 7 思潮 心能く心を観る 故島地黙雷師 49 （成人）より
24 4 1911 4 7 思潮 信仰の峻厳と寛容 和田竜造氏 51 （無尽灯）より
24 4 1911 4 7 　 徳育、智育、体育 法学博士　新渡戸稲造氏 52
24 5 1911 5 7 目次 表紙には二十五年と記載されているが、誤植。黒鉛筆のミセ

ケチで二十四年と訂正されている。　また、大阪府立中之島
図書館蔵分は、24巻2号と3号のあいだに誤って綴じられてい
る。

24 5 1911 5 7 （御消息） 大遠忌報恩講御満座御消息　（明治四十四年四月十七日鴻
之間代真影堂に於て）

竜谷寺務釈鏡如御判 巻頭

24 5 1911 5 7 六条だより 1
24 5 1911 5 7 法苑 法義示談 雲山竜珠 3
24 5 1911 5 7 法苑 月下らすして水に浮ふ 黒瀬知円 6
24 5 1911 5 7 友を選べ 8
24 5 1911 5 7 感想 梅径俚語 杉白宇 9
24 5 1911 5 7 感想 心の改良 富井南軒 12
24 5 1911 5 7 講話 世局の変遷に就いて 勧学　赤松連城 15
24 5 1911 5 7 講話 隠遁のこゝろざし 輔教　菅洪範 19
24 5 1911 5 7 講話 親鸞聖人の教義 司教　薗田宗恵 22
24 5 1911 5 7 講話 祖風の宣揚 文学博士　高楠順次郎 29
24 5 1911 5 7 講話 親鸞聖人を勧請すべき道 司教　鈴木法琛 34
24 5 1911 5 7 講話 弘教の好機 八淵蟠竜 36
24 5 1911 5 7 雑纂 難陀尊者　―仏弟子小話― 黒瀬知円 39
24 5 1911 5 7 雑纂 失明比丘 道元浄見 42
24 5 1911 5 7 思潮 徹底せる修養 勧学　文学博士　前田慧雲氏 44 （成人）
24 5 1911 5 7 思潮 近代人の道 暁烏敏氏 45 （精神界）
24 5 1911 5 7 思潮 非常の場合と平生の修養 陸軍中佐　山岡熊治氏 47 （成功）
24 5 1911 5 7 思潮 富は時代の賜なり 大倉喜八郎氏 48 （実業之日本）
24 5 1911 5 7 思潮 罪悪を弄ぶ者 『精神界』 49
24 6 1911 6 7 目次 表紙裏
24 6 1911 6 7 六条だより 1
24 6 1911 6 7 法苑 臨終の沙汰なき教 杉紫朗 3
24 6 1911 6 7 法苑 法義示談 雲山竜珠 7
24 6 1911 6 7 法苑 世の中安穏なれ仏法弘まれ 浜口恵璋 11
24 6 1911 6 7 講話 宗教的自覚 文学博士　高楠順次郎 13
24 6 1911 6 7 講話 暑中休暇の心得　（某女学校生に対する講話） 司教　弓波瑞明 17
24 6 1911 6 7 講話 宗祖大師の肉食妻帯 司教　鈴木法琛 20 （文責記者）
24 6 1911 6 7 講話 大国民には大宗教の信仰を要す 八淵蟠竜 24 （文責記者）
24 6 1911 6 7 講話 太平洋問題と国民の自覚 曽我是一 28 　
24 6 1911 6 7 　 修養は日常生活の上にあり 32 （精神修養）
24 6 1911 6 7 感想 閑却せられたる大問題 清原秀恵 33
24 6 1911 6 7 感想 今日此頃 脇谷撝謙 36
24 6 1911 6 7 感想 高級なる修養 梅原真隆 38
24 6 1911 6 7 感想 武士の情け 湯次了栄 39
24 6 1911 6 7 時論 安居の真意義 老呆隠士 42
24 6 1911 6 7 時論 与ふも貰ふも 柏原祐義 44 『家庭講話』
24 6 1911 6 7 雑纂 鴦崛摩　―（仏弟子小話）― 黒瀬知円 45 （本拠）『増一阿含経』三十一。『鴦崛経』『鴦崛髻経』
24 6 1911 6 7 雑纂 宗祖の御臨末につきて 舟橋白翁 49
24 6 1911 6 7 雑纂 東洋倫理の三大欠点 橘正道 52
24 6 1911 6 7 　 主心 白隠禅師 56 （『粉引歌』一節）
24 6 1911 6 7 思潮 切実なる求道者 勧学　利井鮮明氏 57 （警世）
24 6 1911 6 7 思潮 唯一の同情者 『精神界』 59
24 6 1911 6 7 思潮 善意に解釈せよ 農法博士　新渡戸稲造氏 60 （婦人世界）
24 7 1911 7 7 目次 表紙裏
24 7 1911 7 7 六条だより 1
24 7 1911 7 7 法苑 仏とは 杉紫朗 4
24 7 1911 7 7 法苑 法義示談 雲山竜珠 8
24 7 1911 7 7 法苑 大安慰の人 高木櫪堂 12
24 7 1911 7 7 講話 真宗教義の系統　（其二） 鈴木法琛 15
24 7 1911 7 7 講話 窮すれば通ず 西谷順誓 19
24 7 1911 7 7 講話 信仰の復興 森川智徳 24
24 7 1911 7 7 講話 心の作用 鈴木慶哉 26
24 7 1911 7 7 講話 罪悪の袋 小泉了諦 31
24 7 1911 7 7 　 四種の人格 33 （実業之世界）
24 7 1911 7 7 感想 実生活と趣味 脇谷撝謙 34
24 7 1911 7 7 感想 透徹 富井南軒 37
24 7 1911 7 7 　 日本国の四本柱 山路愛山君 39
24 7 1911 7 7 時論 教家の意気 白宇 40
24 7 1911 7 7 雑纂 舎利仏尊者 黒瀬知円 42
24 7 1911 7 7 雑纂 無方居漫筆 無法学人 48
24 7 1911 7 7 　 神経病と臆病 51 （仏国学者マルクスオーレル氏の説）とある。

24 7 1911 7 7 思潮 信仰は精神上の泰山 文学博士　勧学　前田慧雲氏 52 （警世）
24 7 1911 7 7 思潮 貴くして廉なるもの 多田鼎氏 53 （家庭講話）
24 7 1911 7 7 思潮 家庭の平和と安全 文学博士　三宅雪嶺氏 55 （婦人の友）
24 7 1911 7 7 　 伊藤三左衛門が喜び 56
24 8 1911 8 7 目次 表紙裏
24 8 1911 8 7 〔あゝ弘誓の強縁は…〕 1 （『浄土文類聚鈔』）
24 8 1911 8 7 六条だより 2
24 8 1911 8 7 法苑 仏は畢竟依なり 杉紫朗 4
24 8 1911 8 7 法苑 法義示談 雲山竜珠 7



24 8 1911 8 7 法苑 他力宗教に対する四大難点　（一） 西谷順誓 10
24 8 1911 8 7 父母の十恩 税所篤子 13 （家庭布教）
24 8 1911 8 7 講筵 無上宝珠の名号 松島善海 14
24 8 1911 8 7 講筵 仏恩の深厚を憶へ 日下大痴 16
24 8 1911 8 7 講筵 白河楽翁公を懐ふ 鈴木法琛 18
24 8 1911 8 7 講筵 真宗の名義に就いて 浜口恵璋 21
24 8 1911 8 7 感想 実生活と趣味 脇谷撝謙 27
24 8 1911 8 7 感想 反省すべき問題 足利宣正 30
24 8 1911 8 7 感想 清風 富井隆信 34
24 8 1911 8 7 我等は如来の重担なり 37 （家庭講話）
24 8 1911 8 7 雑纂 「誓願寺」釈義 苅屋哲公 38
24 8 1911 8 7 雑纂 舎利仏尊者 黒瀬知円 42
24 8 1911 8 7 雑纂 真宗教学の一新著 足利宣正 45
24 8 1911 8 7 雑纂 をり／＼の記 細川飛露 47
24 8 1911 8 7 思潮 勧進の意義 勧学　文学博士　前田慧雲氏 51 （『警世』）
24 8 1911 8 7 思潮 信仰と道程 佐々木月樵 52 （『精神界』）
24 8 1911 8 7 思潮 加減と呼吸とを要す 松村介石氏 53 （『道』）
24 8 1911 8 7 思潮 宗教上の反省 多田鼎氏 55 「同朋」
24 8 1911 8 7 慚愧と仏力 56 （七里語録）
24 9 1911 9 7 （広告） 同一念仏録 興教書院 表紙裏 表紙デザインの変更。目次がなくなり、表紙に要目ができる。
24 9 1911 9 7 巻頭 士農工商の事 1 （蓮如上人御書）
24 9 1911 9 7 信仰界 六条だより 2
24 9 1911 9 7 法苑 主幹に超絶したる生活 高木櫪堂 5
24 9 1911 9 7 法苑 信後の修養 富井隆信 11
24 9 1911 9 7 悪人の感謝 堤鳳麟氏 16 （家庭講話）
24 9 1911 9 7 法苑 法義示談 雲山竜珠 17
24 9 1911 9 7 講話 他力真宗の大成 前田慧雲 21
24 9 1911 9 7 動物の御蔭で名高い人 25
24 9 1911 9 7 講話 善導大師と元照律師 足利宣正 26
24 9 1911 9 7 講話 真宗の地位 浜口恵璋 31
24 9 1911 9 7 『真宗の教義』北条蓮慧著 36 （定価二円東京小石川丙午出版社発行）
24 9 1911 9 7 感想 連想の記 杉紫朗 37
24 9 1911 9 7 感想 実生活と趣味　（承前） 脇谷撝謙 40
24 9 1911 9 7 感想 厭世観の二様式 梅原真隆 44
24 9 1911 9 7 　 信仰の物理的原理 理学士　石川成章氏 47 （法蔵）
24 9 1911 9 7 雑纂 舎利仏尊者 黒瀬知円 49
24 9 1911 9 7 真の孝行 伊藤証信 55 （無我の愛）
24 9 1911 9 7 雑纂 「誓願寺」釈義　（二） 苅屋哲公 56
24 9 1911 9 7 青年の十特長 下田次郎博士 61 （聖徳）
24 9 1911 9 7 雑纂 如来を離れて如来に帰す 藤下伶郎 62
24 9 1911 9 7 雑纂 編輯余言 66 （九月九日、湖畔）。
24 10 1911 10 7 （広告） 同一念仏録 興教書院 表紙裏
24 10 1911 10 7 〔粧へる信仰／修養の真意義〕 1
24 10 1911 10 7 六条だより 2
24 10 1911 10 7 うたがひ 富井南軒 5
24 10 1911 10 7 其処なきお慈悲 梅原真隆 10
24 10 1911 10 7 大悲を行する人 鈴木法琛師 12
24 10 1911 10 7 忘己録 櫪堂 13
24 10 1911 10 7 教主釈尊　（上） 浜口恵璋 16
24 10 1911 10 7 他力宗教に対する四種の難点　（其二） 西谷順誓 20
24 10 1911 10 7 悪口よりは念仏申せ 明教院僧鎔師 24 ―先哲語録
24 10 1911 10 7 聖人の訓によりて念仏するものなり 脇谷撝謙師 24 ―婦人
24 10 1911 10 7 何をか公徳と云ふ 勧学　赤松連城 25 （文責記者）
24 10 1911 10 7 風教刷新の基礎 勧学　薗田宗恵 29 （文責記者）
24 10 1911 10 7 〔抑真宗では、…〕 利井勧学談 35
24 10 1911 10 7 風教の振興 苅屋哲公 36
24 10 1911 10 7 〔近来地方の信者の信仰状態は、…〕 島地大等 38
24 10 1911 10 7 法義示談 雲山竜珠 39
24 10 1911 10 7 徳を売る者 42 （精神界）
24 10 1911 10 7 信仰問答 司教　瀬成世眼 43
24 10 1911 10 7 〔御一新の際に人たるものは五倫の道を行ふべし…〕 45 「家庭布教」
24 10 1911 10 7 寛き同情 脇谷撝謙 46
24 10 1911 10 7 人間の等級 市川博士 49 （中学世界）
24 10 1911 10 7 弊風の掃蕩 湯次了栄 50
24 10 1911 10 7 ありのまゝ 唖牛 53
24 10 1911 10 7 個性に対する教化 雑賀貞浄 54
24 10 1911 10 7 不良少年の救済所としての寺院 法学博士　花井卓蔵氏 58 （日本雑誌）
24 10 1911 10 7 思潮 心の塵芥とは何ぞ 前田慧雲氏 59 （警世）
24 10 1911 10 7 思潮 徹底せざる信仰 近角常観氏 60 （求道）
24 10 1911 10 7 思潮 偉人英雄の二種 阪谷芳郎氏 62 （道）
24 10 1911 10 7 思潮 神は反抗也 内ケ崎作三郎氏 64 （新人）
24 11 1911 11 7 （広告） 遠忌大観 中外日報社 表紙裏
24 11 1911 11 7 〔救済の真意／処世の秘鍵〕 1
24 11 1911 11 7 六条だより 2
24 11 1911 11 7 修道第一の警策 杉紫朗 5
24 11 1911 11 7 閑静の快感 富井南軒 9
24 11 1911 11 7 信仰と人事 勧学　鈴木法琛 12
24 11 1911 11 7 〔米国大都市には五仙店と云つて、…〕 16
24 11 1911 11 7 宗教と近代思潮 文学博士　上田敏 17
24 11 1911 11 7 信念の上に距離なし 菅瀬芳英氏 23
24 11 1911 11 7 善導大師と元照律師 足利宣正 24
24 11 1911 11 7 教主釈尊　（中） 浜口恵璋 31
24 11 1911 11 7 光明胎中の児 利井勧学 35
24 11 1911 11 7 他力宗教に対する四種の難点　（三） 西谷順誓 36
24 11 1911 11 7 米国少年 三島子爵 39
24 11 1911 11 7 修養の原動力としての信念 清原秀恵 40
24 11 1911 11 7 幻滅の心境 梅原真隆 43
24 11 1911 11 7 不孝を悔ゆる車夫 48 （『大阪朝日新聞』）
24 11 1911 11 7 法義示談 雲山竜珠 49
24 11 1911 11 7 〔あさましの我心や…〕 52 （道宗二十一箇条の一）
24 11 1911 11 7 罪業が情のたね也 藤下信英 53
24 11 1911 11 7 一人の子供よりは二匹の豚 法学博士　上杉愼吉郎 56 （雄弁）　名前は原文どおり
24 11 1911 11 7 思潮 信仰渇望の気運 前田慧雲氏 57 （警世）
24 11 1911 11 7 思潮 覚醒の叫びに対して 『精神界』 58 （抄出）
24 11 1911 11 7 思潮 国民の元気と教育 中島力造氏 60 （小学校）
24 12 1911 12 7 （広告） 真宗婦人聖典 興教書院 表紙裏
24 12 1911 12 7 歳末の御礼 1
24 12 1911 12 7 六条だより 2
24 12 1911 12 7 大発見、偉大力 富井南軒 5
24 12 1911 12 7 名利に超絶したる教へ 高木櫪堂 10
24 12 1911 12 7 清濁を呑んで清を吐け 三宅博士 13
24 12 1911 12 7 三種の煩悶治療法 湯次了栄 14
24 12 1911 12 7 社友。浜口恵璋氏、杉紫朗氏は、当分の間、『仏教大学彙』

の用務を以て、「東京神田区表猿楽町二十番地、明治会館」
に居られ候。

16

24 12 1911 12 7 他力宗教に対する四種の疑難　（其四） 西谷順誓 17
24 12 1911 12 7 追善供養の話 弓波瑞明 20
24 12 1911 12 7 高齢の英傑 24
24 12 1911 12 7 教主釈尊　（下） 浜口恵璋 25
24 12 1911 12 7 新嘗祭の一日 脇谷撝謙 30
24 12 1911 12 7 あきらめ 隴圃歌客 35
24 12 1911 12 7 絶対の具現化 杉紫朗 37
24 12 1911 12 7 負けて帰する本願 足利勧学 41
24 12 1911 12 7 法義示談 雲山竜珠 42
24 12 1911 12 7 信仰問答 瀬成世眼 46
24 12 1911 12 7 新年号予告 48
24 12 1911 12 7 舎利仏尊者 黒瀬知円 49



24 12 1911 12 7 「同一念仏録」を読む 53
24 12 1911 12 7 如来はこれ為物身なり 金子大栄氏 55 （家庭講話）
24 12 1911 12 7 新刊 〔遠忌大観／真宗婦人聖典／仏教界／安心小話／他力教の

真髄〕
56

24 12 1911 12 7 （広告） 念珠 矢崎商店 巻末
25 1 1912 1 7 (広告) 遠忌大観 中外日報社 表紙裏
25 1 1912 1 7 賀正 「信仰界」同人 前附の一 ページ赤紙。前附は一から四まで。
25 1 1912 1 7 目次 前附の二 ページ赤紙。
25 1 1912 1 7 〔昨一年間に於て…〕 前附の四 ページ赤紙。
25 1 1912 1 7 〔歳改まりぬ。…〕 1
25 1 1912 1 7 如来の戦士 2
25 1 1912 1 7 吉凶何れより来たる 4
25 1 1912 1 7 物と心 4
25 1 1912 1 7 現代文明の欠陥 4
25 1 1912 1 7 達人の境 5
25 1 1912 1 7 五比丘 5
25 1 1912 1 7 信仰は如何に

せば得らるべ
きか

医王の想をなせ、癒病の相をなせ 歓学　松島善海 7

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

聞き初めの聞き終りと思へば 文学博士　南条文雄 9

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

我れ仏願に相応すれば 輔教　小笠原大成 12

25 1 1912 1 7 〔そのかごを水につけよ、…〕 14
25 1 1912 1 7 信仰は如何に

せば得らるべ
きか

如何にせば得られるべきかといふ心を捨てるに在り 元真宗大学教授　佐々木月樵 14

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

衷心の要求による 文学士　羽渓了諦 16

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

努めて聴聞せば 東京在住布教使　楠原竜誓 18

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

絶対の自己の未練を離る 千代田女学校理事　泉道雄 18

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

まじめに求めよ 「同人」　脇谷撝謙 21

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

心源もし徹しなば 輔教　妻木直良 23

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

自己を知るが最後の鍵 「精神界」記者　柏原祐義 23

25 1 1912 1 7 露ちるやおの／＼明日のご用心 26
25 1 1912 1 7 信仰は如何に

せば得らるべ
きか

獲信の五条 「同人」　杉紫朗 27

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

やみ難き衷心の叫びに俟て 「精神界」記者　柏原祐義　隅部
慈明

28

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

普通の人情が死んでしまはねばならぬ 「同人」　富井南軒 28

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

切々道を求むる心あらば 「同人」　清原秀恵 29

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

自己を知り聖教古伝を読め 曽我是一 31

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

救はれねばならぬ罪悪の自覚があつて 真宗中学教授　大須賀秀道 33

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

極度まで煩悶すべし 「同人」　湯次了栄 34

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

すべて法縁に触れよ 助教　堀川実然 35

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

須く自覚すべし 文学士　多田淳良 38

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

求道生活の正しい行方 「同人」　梅原真隆 38

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

寧ろ繊小感 真宗大谷大学教授　大橋徹映 42

25 1 1912 1 7 生死の家には疑を以て所止となし、涅槃の城には信を以て能
入となす。

44

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

真面目の求道心と徳者の化導を要す 輔教　名和淵海 44

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

須らく自己を知るべし 真宗大谷大学教授　舟橋水哉 45

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

聴聞を心に入れ申さば 司教　服部範嶺 47

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

一度は捨て身になつて 真宗大谷大学教授　長沢諦遵 47

25 1 1912 1 7 念仏のみぞまことにおはします 49
25 1 1912 1 7 信仰は如何に

せば得らるべ
きか

無常を観じ自分の分を知りて法を聴け 特選会衆　山本貫通 50

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

宗教的素養 「同人」　浜口恵璋 51

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

生信の五縁 元米国開教使　中井玄道 52

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

何事も順当を旨とす　『信仰並に信者に就て応問』 文学博士　谷本富 55

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

聞其名号 文学士　森川智徳 56

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

水の如く信ぜねばならぬ 文学士　朝倉暁瑞 57

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

聴聞に如くなし 司教　日下大痴 59



25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

与へんとする力にこそ強しと知らずや 「同人」　高木櫪堂 60

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

心だにこゝにあらば 歓学　是山恵覚 61

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

無常観、生死連続観 勧学　藤島了穏 63

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

無有出離の縁と思はねば 司教　弓波瑞明 65

25 1 1912 1 7 強謝と告白 布教叢誌社 67 明治四十四年十二月二十二日
25 1 1912 1 7 信仰は如何に

せば得らるべ
きか

歳首の自覚 仏教大学講師　雲山竜珠 68

25 1 1912 1 7 目出度、芽出度の意義 鈴木勧学 75
25 1 1912 1 7 信仰は如何に

せば得らるべ
きか

隣邦変乱の応急 巡回布教教　八淵蟠竜 76

25 1 1912 1 7 信仰は如何に
せば得らるべ
きか

古稀の法悦 司教　清原博言 81

25 1 1912 1 7 恩寵の記念臍 由村氏 83
25 1 1912 1 7 理想的信者と

は如何なるも
のか

如来本願の体現者 仏教大学教授　薗田宗恵 84

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

仏法者気色みえぬ振舞 司教　弓波瑞明 87

25 1 1912 1 7 〔賢者の信を聞きて、…〕 88
25 1 1912 1 7 理想的信者と

は如何なるも
のか

是れ堯のみ是れ仏子のみ 題三高等学校教授　山内晋卿 89

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

信仰を最も多く平生に流用する人 輔教　妻木直良 89

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

聖人の模倣者 「同人」　清原秀恵 91

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

一所に暮したい人 輔教　名和淵海 93

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

「言葉はなくて色に出にけり」 「同人」　湯次了栄 93

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

自己の本務を尽す者 文学士　多田淳良 94

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

信を以て世に活現する人 「同人」　浜口恵璋 95

25 1 1912 1 7 たゞたのめ花もはら／＼あの通り 95
25 1 1912 1 7 理想的信者と

は如何なるも
のか

信者らしからぬ信者 真宗京都中学教授　大須賀秀
道

96

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

接して温味あり反省ある人 「同人」　杉紫朗 96

25 1 1912 1 7 〔かゝるあさましき三毒具足の悪機として、…〕 97
25 1 1912 1 7 理想的信者と

は如何なるも
のか

信仰の幹に美徳の枝葉 文学士　羽渓了諦 97

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

大道を闊歩するが如き人 「同人」　脇谷撝謙 99

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

如来の大悲を忘れざるやうにあらばや 「精神界」記者　隈部慈明 101

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

宗教的信念の裏付けられた生き方 「同人」　梅原真隆 101

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

仏法を主人に世間を客人に 真宗京都中学教授　河崎顕了 104

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

内心に仏法、額に王法 「同人」　曽我是一 104

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

真俗一致の人 真宗大谷大学教授　舟橋水哉 105

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

歓喜の裏によく働くもの 東京駐在布教使　楠原竜誓 107

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

背景ある人 真宗大谷大学教授　大橋徹映 107

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

信仰に生ける人 文学士　朝倉暁瑞 110

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

秋霜の如く春風の如く 「同人」　苅屋哲公 110

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

社会に好都合の信者 「同人」　富井南軒 112

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

孝子の如く忠臣の如く 特選会衆　山本貫通 112

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

如来の邇き人 「同人」　高木櫪堂 113

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

金時計の銀めつき 朝鮮留学　山内超然 115

25 1 1912 1 7 〔予が思ひのまゝにならぬ時、…〕 多田鼎氏 116
25 1 1912 1 7 理想的信者と

は如何なるも
のか

答ふる代りに先づ得る所あり 「同人」　西谷順誓 117

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

敬虔の念、超越的生活、道徳理想の体現 真宗大谷大学教授　長沢諦遵 121

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

余間の太子七高僧に注意せよ 「同人」　足利宣正 123



25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

人間のありざまにまかせて 司教　服部範嶺 124

25 1 1912 1 7 〔我が心にまかせずして、心をせめよ。…〕 124
25 1 1912 1 7 理想的信者と

は如何なるも
のか

領解文に合格する人 司教　日下大痴 125

25 1 1912 1 7 理想的信者と
は如何なるも
のか

至誠心の二人 勧学　鈴木法琛 126

25 1 1912 1 7 新刊 〔活元　第一号／大聖釈迦牟尼伝／釈迦牟尼小伝〕 128
25 1 1912 1 7 歴鈔 本派法主御親教　（和合と勇気） 「中外日報」 129
25 1 1912 1 7 歴鈔 大谷派法主御親教　（絶対他力の信仰） 「婦女界」 130
25 2 1912 2 7 国豊民安 1
25 2 1912 2 7 何れも〱御恩也 2
25 2 1912 2 7 青年界の宗教要求 西谷順誓 6
25 2 1912 2 7 武力の優か、思力の優か？ 脇谷撝謙 9
25 2 1912 2 7 信仰と信仰の人 今井昇道 11
25 2 1912 2 7 獲信の要は己れを知るに在り 弓波瑞明 14
25 2 1912 2 7 祈祷なき教 鈴木慶哉 18
25 2 1912 2 7 破闇満願はただ仏力 小泉了諦 22
25 2 1912 2 7 三部の経典 浜口恵璋 27
25 2 1912 2 7 精力の経済 富井南軒 31
25 2 1912 2 7 塩売と・売り 湯次了栄 34 ・＝木へんに云
25 2 1912 2 7 光明の生活 舟橋水哉 37
25 2 1912 2 7 法義示談 雲山龍珠 41
25 2 1912 2 7 「真宗教要鈔」を読む 山内超然 45
25 2 1912 2 7 『艸山集』を読む 足利宣正 49
25 2 1912 2 7 思潮 蘆舟と水魚の印 前田慧雲 52
25 2 1912 2 7 思潮 人間生活の四段階 加藤咄堂 53
25 2 1912 2 7 思潮 思切ての慈悲 柏原祐義 54
25 2 1912 2 7 思潮 住立空中尊 『精神界』 55
25 3 1912 3 7 〔たれのともからもわれ・・・〕 1
25 3 1912 3 7 科学的業務執行法 2
25 3 1912 3 7 真宗念仏者の心得 七里恒順 5
25 3 1912 3 7 偶感数則 脇谷撝謙 9
25 3 1912 3 7 四第一の偈 泉芳璟 12
25 3 1912 3 7 法義示談 雲山龍珠 17
25 3 1912 3 7 閑窓夜話 小泉了諦 21
25 3 1912 3 7 講演の組立 名和淵海 24
25 3 1912 3 7 『艸山集』を読む 足利宣正 30
25 3 1912 3 7 病床漫語 鈴木慶哉 32
25 3 1912 3 7 信仰問答 瀬成世眼 37
25 3 1912 3 7 感興漫録（其一） 道元浄見 40
25 3 1912 3 7 父子相迎入大会 黒瀬知円 44
25 3 1912 3 7 思潮 学問すれば鼻が高くなる 久保猪之吉 49
25 3 1912 3 7 思潮 産業と忠愛の精神 添田義一 50
25 3 1912 3 7 思潮 国民教育と宗教 井上哲次郎 52
25 3 1912 3 7 思潮 守成の場合にも創業を心掛けよ 三宅雄次郎 53
25 3 1912 3 7 思潮 老人にならぬ修養法 黒岩周六 54
25 3 1912 3 7 思潮 継母心理学 中島徳蔵 55
25 4 1912 4 7 〔王、又那先に問ふ、卿・・・〕 1
25 4 1912 4 7 真宗の信仰と人生々活 2
25 4 1912 4 7 肉の親、霊の親 杉紫朗 8
25 4 1912 4 7 うの惚れを止めて 是山恵覚 14
25 4 1912 4 7 法義示談 雲山龍珠 18
25 4 1912 4 7 報恩 赤松連城 24
25 4 1912 4 7 北米西部仏教の現状 佐藤厳英 29
25 4 1912 4 7 宗門漸く多事 足利越州 35
25 4 1912 4 7 わが所作の影響 富井南軒 40
25 4 1912 4 7 布教の改良に就て 井上尽奥 44
25 4 1912 4 7 感興漫録（其二） 道元浄見 51
25 4 1912 4 7 病床漫語（其二） 鈴木慶哉 55
25 4 1912 4 7 思潮 仏様も相手にせぬ 前田慧雲 59
25 4 1912 4 7 思潮 奇蹟以上の奇蹟 60
25 4 1912 4 7 思潮 心眼の衛生 渡辺海旭 61
25 4 1912 4 7 思潮 真勇を養ふの四要素 高島平三郎 62
25 4 1912 4 7 新刊紹介 64
25 5 1912 5 7 信の上の歓喜 1
25 5 1912 5 7 信仰界の観測より得たる自覚と教訓 2
25 5 1912 5 7 本派法王猊下の御講話 6
25 5 1912 5 7 表裏不相応 富井南軒 14
25 5 1912 5 7 未来永劫の安慰 湯次了栄 16
25 5 1912 5 7 法義示談 雲山龍珠 18
25 5 1912 5 7 修養の妙趣 曽我是一 23
25 5 1912 5 7 大無量寿経（上） 浜口恵璋 28
25 5 1912 5 7 大聖釈尊の慈光 泉芳璟 33
25 5 1912 5 7 菩提道場の釈尊 黒瀬知円 35
25 5 1912 5 7 信心篇 山内超然 44
25 5 1912 5 7 感興漫録（其三） 道元浄見 50
25 5 1912 5 7 思潮 誤りたる現金主義の信仰 前田慧雲 54
25 5 1912 5 7 思潮 精力の集中 増田義一 55
25 5 1912 5 7 思潮 大才と決断と私慾 三宅雄次郎 56
25 5 1912 5 7 思潮 教育と宗教 谷本富 57
25 5 1912 5 7 思潮 金以上に貴きもの 妻木直良 58
25 5 1912 5 7 思潮 信仰の絶対性の一節 安藤渉一 59
25 6 1912 6 7 信念の確立 1
25 6 1912 6 7 期、黴雨に入る 2
25 6 1912 6 7 大我は無我なり 赤松連城 5
25 6 1912 6 7 煩悩は凡夫の自性 高木櫪堂 11
25 6 1912 6 7 宗祖降誕の日 南無剣 12
25 6 1912 6 7 親鸞聖人の教化 雲山龍珠 15
25 6 1912 6 7 徹底か不徹底か 隆坊 20
25 6 1912 6 7 閑窓夜話 小泉了諦 23
25 6 1912 6 7 龍樹菩薩物語 重藤円亮 26
25 6 1912 6 7 現実の到徹味 梅原真隆 30
25 6 1912 6 7 信仰と表象 秦白華 32
25 6 1912 6 7 信仰問答 瀬成世眼 34
25 6 1912 6 7 高尚院虞淵師 脇谷撝謙 39
25 6 1912 6 7 無我なる婦人の信仰 西光義遵 41
25 6 1912 6 7 感興漫録（其四） 道元浄見 44
25 6 1912 6 7 宗祖大師の御在世を忍ぶ 井上謙敬 48
25 6 1912 6 7 思潮 現実生活と哲学 桑木厳翼 57
25 6 1912 6 7 思潮 動静の契点 山辺習学 58
25 6 1912 6 7 思潮 真の生活とは何ぞや 前田慧雲 60
25 6 1912 6 7 思潮 このまゝが御助け也 精神界 60
25 6 1912 6 7 思潮 社交の要訣 加藤咄堂 61
25 6 1912 6 7 思潮 文明人は未来の準備を為すべし 安藤義導 63
25 7 1912 7 7 信ずるといふことは 1
25 7 1912 7 7 新旧思想の衝突と指導 2
25 7 1912 7 7 末とほりたる慈悲 薗田宗恵 7
25 7 1912 7 7 法義示談 雲山龍珠 16
25 7 1912 7 7 大我は無我なり 赤松連城 20
25 7 1912 7 7 迷信の発生 富井南軒 29
25 7 1912 7 7 鳥の集りに孔雀 湯次了栄 31
25 7 1912 7 7 無我を根底とせる自我の主張 脇谷撝謙 34
25 7 1912 7 7 観音利生の本義 秦如晨 37



25 7 1912 7 7 我聖人の教化 雲山龍珠 39
25 7 1912 7 7 七比丘尼懺悔物語 高木櫪堂 45
25 7 1912 7 7 他力教に於ける思索の価値に就て 門脇四遊 47
25 7 1912 7 7 宗教即迷信観に就て 清原秀恵 51
25 7 1912 7 7 龍樹菩薩物語（其二） 重藤円亮 54
25 7 1912 7 7 迷信判定の標準に就て 細川飛露 57
25 7 1912 7 7 思潮 仏教主義で国家に尽した実例 加藤玄智 60
25 7 1912 7 7 思潮 意識ある勤王 遠藤隆吉 61
25 7 1912 7 7 思潮 餘り形式に流れた今の倫理教育 浮田和民 61
25 7 1912 7 7 思潮 仏教信者の忠義 村上専精 63
25 7 1912 7 7 思潮 仏教徒と尊皇 大内青巒 64
25 8 1912 8 7 哀辞
25 8 1912 8 7 本派本願寺御法王御親示
25 8 1912 8 7 大谷派本願寺御法王御垂示
25 8 1912 8 7 嗚呼明治天皇の御偉徳
25 8 1912 8 7 深広なる結縁 1
25 8 1912 8 7 救わるゝ人と救はれた生活 2
25 8 1912 8 7 特留此経論（其一） 弓波瑞明 6
25 8 1912 8 7 七比丘尼懺悔物語（承前） 高木櫪堂 9
25 8 1912 8 7 迷信打破に就

て
信仰を論して迷信に及ぶ 名和淵海 12

25 8 1912 8 7 迷信打破に就
て

迷信撲滅の方法 羽渓了諦 16

25 8 1912 8 7 迷信打破に就
て

迷信に就て 苅屋哲公 19

25 8 1912 8 7 迷信打破に就
て

熟練なる名国手を要す 安藤義導 20

25 8 1912 8 7 迷信打破に就
て

恒心を養はしめよ 清水曇華 23

25 8 1912 8 7 迷信打破に就
て

迷信の観察 富井南軒 24

25 8 1912 8 7 迷信打破に就
て

須らく自ら運命を拓け 雲山龍珠 27

25 8 1912 8 7 迷信打破に就
て俗諺に顕は
れたる迷信

隈越生 32

25 8 1912 8 7 迷信打破に就
て

迷信打破に就て 森川智徳 36

25 8 1912 8 7 千古不磨の断案 足利宣正 40
25 8 1912 8 7 法義示談 雲山龍珠 47
25 8 1912 8 7 刹那の誇 月輪賢隆 50
25 8 1912 8 7 処世篇 山内超然 53
25 9 1912 9 7 御消息 1
25 9 1912 9 7 明治信仰界の回顧 2
25 9 1912 9 7 教育と宗教の関係 名和淵海 6
25 9 1912 9 7 信と行 羽渓了諦 15
25 9 1912 9 7 無常と無我と無為楽 泉芳璟 22
25 9 1912 9 7 勤倹の真意義 千葉紹映 26
25 9 1912 9 7 国本の培養 先づ此の盲信誤解を打破すべし 八淵蟠龍 32
25 9 1912 9 7 国本の培養 国本の培養とは何ぞ 苅屋哲公 39
25 9 1912 9 7 国本の培養 先づ農村の荒廃を救ふべし 尾原静乗 42
25 9 1912 9 7 国本の培養 国本培養は個人の培養なり 安藤義導 44
25 9 1912 9 7 国本の培養 教家の反省を促す 清水曇華 45
25 9 1912 9 7 実行主義の七里師 近角常観 46
25 9 1912 9 7 法義示談 雲山龍珠 48
25 9 1912 9 7 感興漫録（其五） 道元浄見 52
25 9 1912 9 7 随縁所感 井上尽奥 56
25 9 1912 9 7 神仏判然と我本願寺 鷲尾教導 61
25 10 1912 10 7 御消息 1
25 10 1912 10 7 今年の秋 2
25 10 1912 10 7 何をか国本といふ 赤松連城 4
25 10 1912 10 7 大正時代の仏教 森川智徳 10
25 10 1912 10 7 聖徳讃話 前田慧雲 15
25 10 1912 10 7 王政維新と我本願寺 鷲尾教導 18
25 10 1912 10 7 法義示談 雲山龍珠 21
25 10 1912 10 7 自己の問題 梅原真隆 24
25 10 1912 10 7 仏弟子小話 黒瀬知円 26
25 10 1912 10 7 信と行（承前） 羽渓了諦 29
25 10 1912 10 7 閑窓夜話 小泉了諦 34
25 10 1912 10 7 平凡の信仰 橘正道 36
25 10 1912 10 7 勿体ない 井上謙敬 36
25 10 1912 10 7 伊藤氏が入信の経路 浜口翠村 46
25 10 1912 10 7 感興漫録（其六） 道元浄見 50
25 10 1912 10 7 釈了智上人 飛露生 53
25 10 1912 10 7 思潮 罪を塗る三つの壁 多田鼎 60
25 10 1912 10 7 思潮 「改元の暗示」 三井甲之 62
25 10 1912 10 7 思潮 興行師と僧侶 近藤純悟 64
25 11 1912 11 7 仏智と信心と称名 1
25 11 1912 11 7 真の知己者 2
25 11 1912 11 7 念仏成仏の意義 赤松連城 4
25 11 1912 11 7 大乗眼より観たる乃木将軍の殉死 曽我是一 13
25 11 1912 11 7 忘れられたる迷信の第一原因 月輪賢隆 18
25 11 1912 11 7 信仰問答 瀬成世眼 23
25 11 1912 11 7 龍樹菩薩物語（其三） 重藤円亮 29
25 11 1912 11 7 勤倹の真意義（其二） 千葉紹映 32
25 11 1912 11 7 報恩講の夜 富井南軒 39
25 11 1912 11 7 法悦帖　一 藤下信英 42
25 11 1912 11 7 法義示談 雲山龍珠 45
25 11 1912 11 7 特留此経論（其二） 弓波瑞明 49
25 11 1912 11 7 大御心に副ふべし 松島善海 54
25 11 1912 11 7 日像上人 黒瀬知円 59
25 11 1912 11 7 信仰の樹立は祖訓に従へ 清水曇華 62
25 12 1912 12 7 歳末の箴言 1
25 12 1912 12 7 一念の処理 2
25 12 1912 12 7 祈祷に就て 薗田宗恵 6
25 12 1912 12 7 我が身の勧化 花田凌雲 15
25 12 1912 12 7 日像上人（承前） 黒瀬知円 17
25 12 1912 12 7 磯長の太子廟 苅屋老亀 23
25 12 1912 12 7 感興漫録（其七） 道元浄見 26
25 12 1912 12 7 法譬三則 雲山龍珠 30
25 12 1912 12 7 龍樹菩薩物語（其四） 重藤円亮 36
25 12 1912 12 7 寺院と慈善事業 足利宣正 41
25 12 1912 12 7 命知らず 月輪賢隆 46
25 12 1912 12 7 我宗門の人心に及ぼせる効果 清水曇華 50
25 12 1912 12 7 遺弟の念力 朝倉暁瑞 55
25 12 1912 12 7 病床漫録 杉白宇 58
25 12 1912 12 7 思潮 信仰には必ず未来問題を伴ふ 前田慧雲 62
25 12 1912 12 7 思潮 真俗二諦の交渉 近角常観 62
25 12 1912 12 7 思潮 宗教は人生に分母を与える 佐々木月樵 64
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